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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

(1）連結経営指標等

回次 第19期中 第20期中 第21期中 第19期 第20期

会計期間

自平成17年
９月21日
至平成18年
３月20日

自平成18年
９月21日
至平成19年
３月20日

自平成19年
９月21日
至平成20年
３月20日

自平成17年
９月21日
至平成18年
９月20日

自平成18年
９月21日
至平成19年
９月20日

売上高（百万円） 15,577 16,932 18,059 32,832 35,092

経常利益（百万円） 576 621 312 1,257 1,340

中間（当期）純利益又は

当期純損失（△）（百万円）
326 328 25 △2,003 709

純資産額（百万円） 12,424 11,603 11,478 10,996 11,763

総資産額（百万円） 28,203 27,739 28,938 27,185 28,712

１株当たり純資産額（円） 1,136.77 942.01 942.01 926.20 955.07

１株当たり中間（当期）純利益

又は当期純損失（△）（円）
29.84 26.94 2.05 △179.69 57.87

潜在株式調整後１株当たり中間(当期

)純利益（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） 44.1 41.8 39.7 40.4 41.0

営業活動によるキャッシュ・

フロー（百万円）
542 1,264 1,155 1,285 2,346

投資活動によるキャッシュ・

フロー（百万円）
△1,132 △1,031 △1,386 △2,490 △2,452

財務活動によるキャッシュ・

フロー（百万円）
773 △118 304 1,874 △239

現金及び現金同等物の中間期末（期

末）残高（百万円）
3,731 4,332 3,947 4,218 3,873

従業員数

(外、平均臨時雇用者数)（人）

1,303

(1,027)

1,361

(1,121)

1,394

(1,052)

1,382

(1,075)

1,398

(1,119)

　（注）１．売上高には消費税等は含まれておりません。

２．第19期中、第20期中、第21期中及び第20期の潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在

株式が存在していないため記載しておりません。第19期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、

潜在株式は存在するものの１株当たり当期純損失であるため、記載しておりません。

３．第19期より「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」（企業会計基準第５号）及び「貸借対照

表の純資産の部の表示に関する会計基準等の適用指針」（企業会計基準適用指針第８号）を適用しておりま

す。
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(2）提出会社の経営指標等

回次 第19期中 第20期中 第21期中 第19期 第20期

会計期間

自平成17年
９月21日
至平成18年
３月20日

自平成18年
９月21日
至平成19年
３月20日

自平成19年
９月21日
至平成20年
３月20日

自平成17年
９月21日
至平成18年
９月20日

自平成18年
９月21日
至平成19年
９月20日

売上高（百万円） 9,754 10,203 11,219 20,389 21,848

経常利益又は経常損失（△）

（百万円）
351 450 △26 936 798

中間（当期）純利益又は中間

（当期）純損失（△）（百万円）
314 261 △99 △3,508 431

資本金（百万円） 2,620 3,371 3,371 3,171 3,371

発行済株式総数（株） 10,968,121 12,356,177 12,356,177 11,906,487 12,356,177

純資産額（百万円） 13,713 11,330 10,870 10,786 11,281

総資産額（百万円） 25,053 23,192 23,943 22,427 24,098

１株当たり純資産額（円） 1,254.71 919.88 892.17 908.91 915.90

１株当たり中間（当期）純利益

又は中間（当期）純損失(△)（円）
28.78 21.41 △8.12 △314.78 35.24

潜在株式調整後１株当たり中間（当

期）純利益（円）
－ － － － －

１株当たり配当額（円） 10 10 10 20 20

自己資本比率（％） 54.7 48.9 45.4 48.1 46.8

従業員数

(外、平均臨時雇用者数)（人）

786

(683)

801

(685)

843

(669)

805

(714)

844

(696)

　（注）１．売上高には消費税等は含まれておりません。

２．第19期中、第20期中、第21期中及び第20期の潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在

株式が存在していないため記載しておりません。第19期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、

潜在株式は存在するものの１株当たり当期純損失であるため、記載しておりません。

３．第19期より「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」（企業会計基準第５号）及び「貸借対照

表の純資産の部の表示に関する会計基準等の適用指針」（企業会計基準適用指針第８号）を適用しておりま

す。
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２【事業の内容】

　 当社グループは、当社と連結子会社12社で構成され、臨床検査事業及び周辺事業並びに調剤薬局事業を行っておりま

す。

　 当社グループの事業内容及び当社と連結子会社の当該事業に係る位置付けは、次のとおりであります。

　 なお、次の２部門は「第５　経理の状況　１.中間連結財務諸表等（１）中間連結財務諸表　注記事項」に掲げる事業の

種類別セグメント情報の区分と同一であります。

 （臨床検査事業及び周辺事業）　

  当社のほか、㈱ファルコバイオシステムズ兵庫、㈱ファルコバイオシステムズ福井、㈱飛騨臨床検査センターの３社

は、各地の病院及び診療所等から臨床検体検査等を受託しております。また、当社は、㈱ファルココミュニケーションズ

に臨床検体検査等に係る営業を委託しております。　

　周辺事業につきましては、㈱フレスコメディカルが主に検査用消耗品の販売を、㈱ファルコライフサイエンスが主に

食品衛生・環境検査の受託を、コスミック㈱が医療情報システムの開発・販売を行っております。

（調剤薬局事業）　

  ㈱ファルコファーマシーズは、㈱ファルコクリニカルプラン、チューリップ調剤㈱、㈱ファーマプロット、㈱MINORI

の４社から管理業務等を受託しており、４社は調剤薬局の運営を行っております。
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３【関係会社の状況】

当中間連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年３月20日現在

事業の種類別セグメントの名称 従業員数（人）

臨床検査事業及び周辺事業 1,047 (  976) 

調剤薬局事業 324 (   75) 

全社（共通） 23 (    1) 

合計 1,394 (1,052) 

　（注）１．従業員数欄の（外数）は、パートタイマー及びアルバイトの当中間連結会計期間平均雇用人員であります。

 　　　 ２．全社（共通）として記載されている従業員数は、特定のセグメントに区分できない管理部門に所属しているも

のであります。

(2）提出会社の状況

　 平成20年３月20日現在

従業員数（人） 843  (669)

　（注）１．従業員数は、就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む）であります。

２．従業員数欄の（外数）は、パートタイマー及びアルバイトの当中間会計期間平均雇用人員であります。

(3）労働組合の状況

　労働組合は結成されておりませんが、労使関係は円満に推移しております。
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第２【事業の状況】

１【業績等の概要】

(1）業績

  　当中間連結会計期間の受託臨床検査市場及び調剤薬局市場は、人口高齢化や医療の高度化に伴い今後も増大する

医療費を抑制するための医療制度改革や各種施策の影響により、厳しい市場環境が継続しております。

　このような経営環境のもと、臨床検査事業及び周辺事業につきましては、平成19年９月に本稼働いたしました東海

中央研究所の開設による東海地域の検査受託体制の強化、臨床検査二次受託の拡大、医療のＩＴ化に対応できる態

勢の構築並びに新規顧客の獲得など売上の増加を図るとともに、検査原価の低減などを進めることにより、収益力

の向上に努めてまいりました。

　調剤薬局事業につきましては、新規店舗の開局や既存店舗の収益管理を徹底して行うなど、収益力の向上に努めて

まいりました。

  このような取り組みにより、当中間連結会計期間の売上高は18,059百万円（前年同期比6.7％増）と増収になりま

した。利益面につきましては、新規事業であるＩＴ事業の本格稼働に伴う費用計上が当初の予測を上回ったことや

株価下落に伴う投資有価証券評価損の計上等により、営業利益は407百万円（前年同期比37.6％減）、経常利益は312

百万円（前年同期比49.7％減）、中間純利益は25百万円（前年同期比92.3％減）となりました。

 

　事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

　 　① 臨床検査事業及び周辺事業

  臨床検査事業につきましては、顧客ニーズに即した提案営業を強化し、顧客満足度の向上に努めるとともに、新規

顧客の獲得により売上の拡大を図りました。また、地域ラボラトリーの集約化を図り、検査体制の効率化及びコスト

削減に努めてまいりました。

　ヒト遺伝子検査につきましては、乳がん・卵巣がんに関与するＢＲＣＡ１・ＢＲＣＡ２遺伝子検査の臨床的有用

性が確認されたことにより、遺伝カウンセリングの態勢が整っている医療機関に対し、本格的な普及に向けた営業

展開を強化してまいりました。

　また、治験研究検査はジェントリス・コーポレーション（米国）からＰＧｘ解析の技術移転を受けたことにより、

検査受託体制が整いましたので、製薬会社へＰＧｘを活用した治験検査の販売を強化した結果、検査受託件数が増

加いたしました。

　ＩＴ事業につきましては、平成23年に施行されるレセプト請求の原則完全オンライン化に対処するため、医療機関

の診療支援サービスの一環として日本医師会が推進する日医標準レセプトソフトの「ＯＲＣＡ」の導入支援に取

り組んでまいりました。さらに、検査結果照会システム「ＴＡＳＣＡＬ」の強化に併せＡＳＰ型コンテンツサービ

スとして、「食事指導サービス」や「勤怠管理システム」の提供も開始いたしました。

　また、レセプトオンライン請求の義務化に伴い医療機関でのＩＴ化は急速に進展することが推測され、当社は「Ｏ

ＲＣＡ接続型電子カルテ」と医療支援システム「ＴＡＳＣＡＬ」を通じて医療機関のネットワーク化の構築を

図ってまいります。

　食品衛生・環境検査事業につきましては、食品に対する社会的関心の高まりから残留農薬検査及び店舗等におけ

る衛生検査などの受託が増加いたしました。

　このような取り組みにより、当中間連結会計期間の売上高は、12,290百万円（前年同期比3.0％増）となりました。

② 調剤薬局事業

  調剤薬局事業につきましては、採算を重視した店舗展開を推進し、当中間連結会計期間において当社グループで

２店舗を開局、１店舗を閉局いたしました。この結果、当社グループが運営する調剤薬局等店舗総数は74店舗（フラ

ンチャイズ店３店舗含む）となりました。

  このような取り組み及び平成19年７月並びに８月に調剤薬局事業を譲り受けた３店舗がフルに寄与した結果、当

中間連結会計期間の売上高は、5,768百万円（前年同期比15.4％増）となりました。
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(2）キャッシュ・フロー

        当中間連結会計期間における連結ベ－スの現金及び現金同等物（以下「資金」という。)は、前連結会計年度末に

比べ74百万円増加し、当中間連結会計期間末には3,947百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロ－）

　営業活動の結果得られた資金は1,155百万円であり、前中間連結会計期間に比べ108百万円減少いたしました。これ

は主に、税金等調整前中間純利益が399百万円減少したこと及び減価償却費が260百万円増加したことによるもので

あります。

（投資活動によるキャッシュ・フロ－）

　投資活動の結果使用した資金は1,386百万円であり、前中間連結会計期間に比べ354百万円増加いたしました。これ

は主に、有形固定資産の取得による支出が377百万円増加したことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロ－）

　財務活動の結果得られた資金は304百万円（前中間連結会計期間は118百万円の使用）であります。これは主に、短

期借入金の純増減額が1,395百万円減少した一方、長期借入れによる収入が1,720百万円増加したことによるもので

あります。

２【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当中間連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメント及び検査区分別に示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメント
及び検査区分の名称

当中間連結会計期間 (自　平成19年９月21日　至　平成20年３月20日)

金額（百万円） 構成比（％） 前年同期比（％）

  生化学的検査 3,375 18.7 102.5

  血清学的検査 1,359 7.5 107.2

  血液学的検査 1,152 6.4 104.6

臨床検査事業  寄生虫学的検査 380 2.1 100.5

及び周辺事業  微生物学的検査 1,036 5.7 100.2

  病理学的検査 898 5.0 96.2

  特殊検査他 4,088 22.6 104.3

 小計 12,290 68.1 103.0

　調剤薬局事業 5,768 31.9 115.4

合計 18,059 100.0 106.7

　（注）１．金額は、販売価額で表示しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(2）受注状況

　　 当中間連結会計期間における受注状況を事業の種類別セグメント及び検査区分別に示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメント
及び検査区分の名称

当中間連結会計期間(自　平成19年９月21日　至　平成20年３月20日)

受注高(百万円) 前年同期比(％) 受注残高(百万円) 前年同期比（％)

  生化学的検査 3,373 102.4 35 88.8

  血清学的検査 1,366 107.6 27 112.7

  血液学的検査 1,151 104.6 11 89.6

 臨床検査事業  寄生虫学的検査 379 100.2 3 79.1

 及び周辺事業  微生物学的検査 1,035 100.0 46 102.5

  病理学的検査 891 95.5 16 72.0

  特殊検査他 3,867 100.9 575 106.3

 小計 12,065 101.9 717 103.6

 　調剤薬局事業 － － － －

合計 12,065 101.9 717 103.6

　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

　当中間連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメント及び検査区分別に示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメント
及び検査区分の名称

当中間連結会計期間 (自　平成19年９月21日　至　平成20年３月20日)

金額（百万円） 構成比（％） 前年同期比（％）

  生化学的検査 3,375 18.7 102.5

  血清学的検査 1,359 7.5 107.2

  血液学的検査 1,152 6.4 104.6

臨床検査事業  寄生虫学的検査 380 2.1 100.5

及び周辺事業  微生物学的検査 1,036 5.7 100.2

  病理学的検査 898 5.0 96.2

  特殊検査他 4,088 22.6 104.3

 小計 12,290 68.1 103.0

　調剤薬局事業 5,768 31.9 115.4

合計 18,059 100.0 106.7

　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．主要顧客（総販売実績に対する割合が10％以上）に該当するものはありません。
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３【対処すべき課題】

　受託臨床検査市場及び調剤薬局市場は、診療報酬及び薬価の改定など医療費抑制のための制度改革が継続的に実施

されるなど、厳しい市場環境が続くものと思われます。

  このような経営環境のもと、当社グループは、医療総合サービス企業を目指した事業展開を推進するとともに、いか

なる状況にも対処できる強固な企業体質、収益基盤の構築に取り組んでまいります。

　臨床検査事業につきましては、顧客ニーズに即した提案営業を強化し、顧客満足度の向上を図り、信頼関係を強固な

ものにしてまいります。また、新規顧客の獲得、営業エリアの拡大に努め、売上の増加に取り組む一方、検査原価の低減

及び検査・営業体制の効率化など収益力の増大を目指してまいります。

  ヒト遺伝子検査につきましては、ＢＲＣＡ１、ＢＲＣＡ２遺伝子検査の臨床的有用性が確認されたことにより、遺伝

カウンセリングの態勢が整っている医療機関に対し、本格的な普及に向けた営業活動を強化してまいります。

  治験検査につきましては、ＰＧｘ（ファーマコゲノミクス）解析の技術移転を受けたことにより、検査受託体制が

整いましたので、製薬会社へＰＧｘを活用した治験検査の販売を強化してまいります。　 

　ＩＴ事業につきましては、平成23年に施行されるレセプトオンライン請求の原則完全オンライン化に対処するため、

医療機関の診療支援サービスの一環として日本医師会が推進する日医標準レセプトソフトの「ＯＲＣＡ」の導入支

援にさらに取り組んでまいります。さらに、検査結果照会システム「ＴＡＳＣＡＬ」の強化に併せＡＳＰ型コンテン

ツサービスとして、「食事指導サービス」や「勤怠管理システム」の提供も開始いたしましたが、レセプト請求の義

務化に伴い医療機関でのＩＴ化は急速に進展することが推測され、当社は「ＯＲＣＡ接続型電子カルテ」と医療支援

システム「ＴＡＳＣＡＬ」を通じて医療機関のネットワーク化の構築を図ってまいります。

　食品衛生・環境検査事業につきましては、検査体制の見直し、業務の効率化、収益力の向上を図るとともに、新規検査

項目を拡充し、売上の増加に努めてまいります。

　調剤薬局事業につきましては、きめ細やかなサービスの提供及び薬剤師のスキルアップを図り、顧客満足度の向上に

努めてまいります。また、店舗の管理及び原価管理を引き続き徹底するとともに、スケールメリットによるコスト削減

に努め、収益力の向上を図ってまいります。

４【経営上の重要な契約等】

　当中間連結会計期間において、新たに締結した経営上の重要な契約等はありません。

５【研究開発活動】

　　当社グループは、連結子会社であるコスミック㈱において医療情報システムに係る研究開発活動を行い、このたび

検査結果照会システム「ＴＡＳＣＡＬ」を刷新し、平成20年２月よりサービスを開始いたしました。

 「ＴＡＳＣＡＬ ｆｏｒ ＡＳＰ」は、医療機関のパソコンよりＷＥＢブラウザを利用して検査結果を照会するシ

ステムであり、「ＴＡＳＣＡＬ」を含んだ電子カルテの開発を現在進めており、当連結会計年度中にサービスを開

始する予定であります。

　　当中間連結会計期間の研究開発費の総額は47百万円であります。
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第３【設備の状況】

１【主要な設備の状況】

 　 当中間連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

２【設備の新設、除却等の計画】

　　当中間連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設及び改修計画について、完了し

たものは次のとおりであります。

会社名
事業所名

所在地
事業の種類別
セグメントの
名称

設備の内容
投資金額
（百万円）

完了年月

当社東海中央研究所 名古屋市守山区
臨床検査事業

及び周辺事業 
システム構築 531 平成19年12月

当社総合研究所他 京都府久世郡他
臨床検査事業

及び周辺事業 

システム構築

・改修等
116 平成20年３月

チューリップ調剤㈱他 富山県富山市他 調剤薬局事業 調剤薬局店舗 83 平成20年３月

（注）上記の金額には、消費税等を含んでおりません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発行数
（株）
（平成20年３月20日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年６月17日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 12,356,177 12,356,177

 ㈱東京証券取引所

㈱大阪証券取引所

各市場第一部

－

計 12,356,177 12,356,177 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の状況】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増減
額（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成19年９月21日～

 平成20年３月20日
－ 12,356,177 － 3,371 － 3,208
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（５）【大株主の状況】

　 平成20年３月20日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

赤澤　寛治 大阪府枚方市 657 5.32

株式会社京都銀行 京都市下京区烏丸通松原上る薬師前町700番地 531 4.30

ファルコバイオシステムズ

従業員持株会
京都市中京区河原町通二条上る清水町346番地 458 3.71

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 315 2.56

平﨑　健治郎 大阪府枚方市 283 2.29

日本マスタートラスト信託銀行

株式会社(信託口)
東京都港区浜松町２丁目11番３号 270 2.19

ファルコバイオシステムズ

取引先持株会
京都市中京区河原町通二条上る清水町346番地 237 1.92

矢盛　俊男 名古屋市天白区 232 1.88

尾藤　勇 京都府城陽市 214 1.73

大阪中小企業投資育成株式会社 大阪市北区堂島浜１丁目２番６号 208 1.68

計 － 3,409 27.60

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成20年３月20日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 171,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 12,127,800 121,278 －

単元未満株式 普通株式 57,077 － －

発行済株式総数 12,356,177 － －

総株主の議決権 － 121,278 －

　（注）　上記「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が900株含まれております。また、

「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数９個が含まれております。　

②【自己株式等】

　 平成20年３月20日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ファルコ

バイオシステムズ

京都市中京区河原

町通二条上る清水

町346番地

171,300 － 171,300 1.39

計 － 171,300 － 171,300 1.39

２【株価の推移】
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【当該中間会計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成19年10月 11月 12月 平成20年１月 ２月 ３月

最高（円） 930 906 819 750 677 674

最低（円） 853 793 703 552 573 593

　（注）１．最高・最低株価は、株式会社大阪証券取引所市場第一部におけるものであります。

２．月別最高・最低株価は、平成19年10月１日から平成20年３月31日までの暦月によっております。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

代表取締役会長 －
代表取締役

会長兼社長
－  赤澤 寛治 平成20年１月21日

代表取締役社長 －
代表取締役

副社長
－  平﨑 健治郎 平成20年１月21日

専務取締役 臨床検査事業本部長 常務取締役 臨床検査事業本部長  土田 美喜男 平成20年１月21日

専務取締役 企画管理本部長 常務取締役 企画管理本部長  安田 忠史 平成20年１月21日

常務取締役 リスク管理本部長 取締役 リスク管理本部長  四方 俊一 平成20年１月21日

常務取締役 業務監理本部長 取締役 業務監理本部長  環 忠男 平成20年１月21日
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第５【経理の状況】

１．中間連結財務諸表及び中間財務諸表の作成方法について

(1）当社の中間連結財務諸表は、「中間連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成11年大蔵省令第

24号。以下「中間連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 

　なお、前中間連結会計期間（平成18年９月21日から平成19年３月20日まで）は、改正前の中間連結財務諸表規則に

基づき、当中間連結会計期間（平成19年９月21日から平成20年３月20日まで）は、改正後の中間連結財務諸表規則

に基づいて作成しております。

(2）当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和52年大蔵省令第38号。

以下「中間財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前中間会計期間（平成18年９月21日から平成19年３月20日まで）は、改正前の中間財務諸表等規則に基づ

き、当中間会計期間（平成19年９月21日から平成20年３月20日まで）は、改正後の中間財務諸表等規則に基づいて

作成しております。

２．監査証明について

　当社は、証券取引法第193条の２の規定に基づき、前中間連結会計期間（平成18年９月21日から平成19年３月20日ま

で）の中間連結財務諸表及び前中間会計期間（平成18年９月21日から平成19年３月20日まで）の中間財務諸表につ

いては、みすず監査法人により中間監査を受け、また、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当中間連結

会計期間（平成19年９月21日から平成20年３月20日まで）の中間連結財務諸表及び当中間会計期間（平成19年９月

21日から平成20年３月20日まで）の中間財務諸表については、京都監査法人により中間監査を受けております。

　なお、当社の監査人は次のとおり交代しております。

　　前中間連結会計期間及び前中間会計期間　　みすず監査法人

　　当中間連結会計期間及び当中間会計期間　　京都監査法人
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１【中間連結財務諸表等】

（１）【中間連結財務諸表】

①【中間連結貸借対照表】

  
前中間連結会計期間末
（平成19年３月20日現在）

当中間連結会計期間末
（平成20年３月20日現在）

前連結会計年度の
要約連結貸借対照表

（平成19年９月20日現在）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（資産の部）           

Ⅰ　流動資産           

１．現金及び預金   4,393   3,993   3,906  

２．受取手形及び売掛金   6,355   6,540   6,594  

３．たな卸資産   800   1,160   982  

４．繰延税金資産   280   252   263  

５．その他   265   330   480  

貸倒引当金   △113   △79   △101  

流動資産合計   11,981 43.2  12,197 42.2  12,125 42.2

Ⅱ　固定資産           

(1）有形固定資産           

１．建物及び構築物  7,631   8,622   8,486   

減価償却累計額  3,716 3,914  4,015 4,607  3,872 4,614  

２．車両運搬具  39   30   31   

減価償却累計額  33 6  26 4  26 5  

３．工具器具備品  6,128   7,416   6,960   

減価償却累計額  4,670 1,458  5,247 2,169  4,972 1,987  

４．土地   4,622   4,687   4,661  

５．建設仮勘定   450   2   23  

有形固定資産合計   10,452 37.6  11,470 39.6  11,291 39.4

(2）無形固定資産           

１．のれん   498   524   563  

２．特許権   74   44   59  

３．ソフトウェア   520   607   654  

４．その他   4   53   21  

無形固定資産合計   1,098 4.0  1,230 4.2  1,298 4.5

(3）投資その他の資産           

１．投資有価証券   2,163   1,819   1,997  

２．出資金   0   0   0  

３．長期貸付金   11   1   1  

４．長期前払費用   296   172   261  

５．繰延税金資産   644   787   650  

６．その他   1,256   1,419   1,242  

貸倒引当金   △166   △160   △157  

投資その他の資産合計   4,207 15.2  4,040 14.0  3,996 13.9

固定資産合計   15,758 56.8  16,740 57.8  16,586 57.8

資産合計   27,739 100.0  28,938 100.0  28,712 100.0
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前中間連結会計期間末
（平成19年３月20日現在）

当中間連結会計期間末
（平成20年３月20日現在）

前連結会計年度の
要約連結貸借対照表

（平成19年９月20日現在）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（負債の部）           

Ⅰ　流動負債           

１．支払手形及び買掛金   3,082   3,483   3,359  

２．短期借入金   6,114   5,973   6,767  

３．未払金   1,436   1,624   1,860  

４．未払法人税等   384   286   450  

５．賞与引当金   436   449   457  

６．役員賞与引当金   21   4   26  

７．受注損失引当金   －   77   －  

８．その他   506   632   486  

流動負債合計   11,981 43.2  12,532 43.3  13,408 46.7

Ⅱ　固定負債           

１．長期借入金 ※２  2,574   3,226   1,923  

２．長期未払金   78   78   78  

３．退職給付引当金   968   1,031   991  

４．役員退職慰労引当金   525   585   540  

５．その他   7   6   7  

固定負債合計   4,154 15.0  4,927 17.0  3,540 12.3

負債合計   16,136 58.2  17,460 60.3  16,948 59.0

           

（純資産の部） 　          

Ⅰ　株主資本 　          

１．資本金 　  3,371 12.2  3,371 11.7  3,371 11.7

２．資本剰余金 　  3,363 12.1  3,363 11.6  3,363 11.7

３．利益剰余金 　  4,671 16.8  4,831 16.7  4,929 17.2

４．自己株式 　  △38 △0.1  △130 △0.4  △38 △0.1

株主資本合計 　  11,368 41.0  11,436 39.6  11,626 40.5

Ⅱ　評価・換算差額等 　          

１．その他有価証券評価
差額金

　  234 0.8  41 0.1  137 0.5

評価・換算差額等合計 　  234 0.8  41 0.1  137 0.5

純資産合計 　  11,603 41.8  11,478 39.7  11,763 41.0

負債純資産合計 　  27,739 100.0  28,938 100.0  28,712 100.0
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②【中間連結損益計算書】

  
前中間連結会計期間

（自　平成18年９月21日
至　平成19年３月20日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年９月21日
至　平成20年３月20日）

前連結会計年度の
要約連結損益計算書

（自　平成18年９月21日
至　平成19年９月20日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高   16,932 100.0  18,059 100.0  35,092 100.0

Ⅱ　売上原価   11,008 65.0  12,417 68.8  22,817 65.0

売上総利益   5,924 35.0  5,642 31.2  12,275 35.0

Ⅲ　販売費及び一般管理費           

１．販売促進費  86   42   156   

２．広告宣伝費  28   16   61   

３．運送費  319   390   689   

４．貸倒引当金繰入額  8   －   2   

５．給料及び賞与  2,233   2,149   4,719   

６．賞与引当金繰入額  203   184   189   

７．役員賞与引当金繰入
額

 21   4   26   

８．役員退職金  4   1   4   

９．退職給付費用  56   59   124   

10．役員退職慰労引当金
繰入額

 39   56   70   

11．福利厚生費  467   473   947   

12．減価償却費  155   176   380   

13．賃借料  347   315   705   

14．消耗品費  413   438   930   

15．のれん償却額  46   39   97   

16．その他  839 5,271 31.1 883 5,234 29.0 1,736 10,842 30.9

営業利益   653 3.9  407 2.2  1,432 4.1

Ⅳ　営業外収益           

１．受取利息  1   2   4   

２．有価証券利息  2   2   3   

３．受取配当金  8   7   21   

４．投資有価証券売却益  15   6   15   

５. 還付金収入  －   7   －   

６．その他  20 48 0.3 19 45 0.3 38 82 0.2

Ⅴ　営業外費用           

１．支払利息  47   57   97   

２．支払手数料  2   1   13   

３．投資有価証券売却損  －   23   －   

４．投資有価証券運用損  15   17   25   

５．その他  13 79 0.5 40 140 0.8 37 174 0.5

経常利益   621 3.7  312 1.7  1,340 3.8
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前中間連結会計期間

（自　平成18年９月21日
至　平成19年３月20日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年９月21日
至　平成20年３月20日）

前連結会計年度の
要約連結損益計算書

（自　平成18年９月21日
至　平成19年９月20日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

Ⅵ　特別利益           

１．貸倒引当金戻入益  1   22   16   

２．固定資産売却益 ※１ 0   －   0   

３．投資有価証券売却益  3   －   3   

４．受取保険金  31   －   31   

５．建物賃借権譲渡益  －   10   －   

６．補助金収入 ※２ －   －   100   

７．前期商品仕入値引 ※３ 52 88 0.5 － 33 0.2 52 204 0.6

Ⅶ　特別損失           

１．固定資産売却損 ※４ 18   0   18   

２．固定資産除却損 ※５ 8   16   17   

３．投資有価証券評価損  36   42   40   

４．減損損失  ※６ 1   37   1   

５．貸倒引当金繰入額  － 64 0.4 3 99 0.5 － 77 0.2

税金等調整前中間
（当期）純利益

  646 3.8  246 1.4  1,467 4.2

法人税、住民税及び
事業税

 375   282   738   

法人税等調整額  △55 319 1.9 △61 221 1.2 20 759 2.2

少数株主損失(△)   △1 △0.0  － －  △1 △0.0

中間（当期）純利益   328 1.9  25 0.2  709 2.0
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③【中間連結株主資本等変動計算書】

前中間連結会計期間（自　平成18年９月21日　至　平成19年３月20日）

 
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成18年９月20日　残高
（百万円）

3,171 3,163 4,461 △38 10,759

中間連結会計期間中の変動額      

新株の発行 200 199   400

剰余金の配当   △118  △118

中間純利益   328  328

自己株式の取得    △0 △0

自己株式の処分    0 0

株主資本以外の項目の中間連結
会計期間中の変動額（純額）

     

中間連結会計期間中の変動額合計
（百万円）

200 199 209 △0 609

平成19年３月20日　残高
（百万円）

3,371 3,363 4,671 △38 11,368

 

評価・換算差額等

少数株主持分 純資産合計
　その他有価証券
　評価差額金

 評価・換算差額等
 合計

平成18年９月20日　残高
（百万円）

232 232 4 10,996

中間連結会計期間中の変動額     

新株の発行    400

剰余金の配当    △118

中間純利益    328

自己株式の取得    △0

自己株式の処分    0

株主資本以外の項目の中間連結
会計期間中の変動額（純額）

1 1 △4 △3

中間連結会計期間中の変動額合計
（百万円）

1 1 △4 606

平成19年３月20日　残高
（百万円）

234 234 － 11,603

当中間連結会計期間（自　平成19年９月21日　至　平成20年３月20日）

 
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成19年９月20日　残高
（百万円）

3,371 3,363 4,929 △38 11,626

中間連結会計期間中の変動額      

剰余金の配当   △123  △123

中間純利益   25  25

自己株式の取得    △92 △92

自己株式の処分  △0  0 0

株主資本以外の項目の中間連結
会計期間中の変動額（純額）

     

中間連結会計期間中の変動額合計
（百万円）

－ △0 △97 △92 △190

平成20年３月20日　残高
（百万円）

3,371 3,363 4,831 △130 11,436
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評価・換算差額等

純資産合計
　その他有価証券
　評価差額金

 評価・換算差額等
 合計

平成19年９月20日　残高
（百万円）

137 137 11,763

中間連結会計期間中の変動額    

剰余金の配当   △123

中間純利益   25

自己株式の取得   △92

自己株式の処分   0

株主資本以外の項目の中間連結
会計期間中の変動額（純額）

△95 △95 △95

中間連結会計期間中の変動額合計
（百万円）

△95 △95 △285

平成20年３月20日　残高
（百万円）

41 41 11,478

前連結会計年度（自　平成18年９月21日　至　平成19年９月20日）

 
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成18年９月20日　残高
（百万円）

3,171 3,163 4,461 △38 10,759

連結会計年度中の変動額      

新株の発行 200 199   400

剰余金の配当   △118  △118

剰余金の配当（中間配当）   △123  △123

当期純利益   709  709

自己株式の取得    △0 △0

自己株式の処分    0 0

株主資本以外の項目の連結会計
年度中の変動額（純額）

     

連結会計年度中の変動額合計
（百万円）

200 199 467 △0 867

平成19年９月20日　残高
（百万円）

3,371 3,363 4,929 △38 11,626

 

評価・換算差額等

少数株主持分 純資産合計
　その他有価証券
　評価差額金　

 評価・換算差額等
 合計

平成18年９月20日　残高
（百万円）

232 232 4 10,996

連結会計年度中の変動額     

新株の発行    400

剰余金の配当    △118

剰余金の配当（中間配当）    △123

当期純利益    709

自己株式の取得    △0

自己株式の処分    0

株主資本以外の項目の連結会計
年度中の変動額（純額）

△95 △95 △4 △99

連結会計年度中の変動額合計
（百万円）

△95 △95 △4 767

平成19年９月20日　残高
（百万円）

137 137 － 11,763
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④【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  
前中間連結会計期間

（自　平成18年９月21日
至　平成19年３月20日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年９月21日
至　平成20年３月20日）

前連結会計年度の要約連
結キャッシュ・フロー計
算書
（自　平成18年９月21日
至　平成19年９月20日）

区分
注記
番号

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

 Ⅰ 営業活動によるキャッ

シュ・フロー
    

税金等調整前中間
（当期）純利益

 646 246 1,467

減価償却費  536 797 1,233

減損損失  1 37 1

のれん償却額  46 39 97

貸倒引当金の増減額
（減少：△）

 △6 △18 △26

退職給付引当金の増
減額（減少：△）

 68 84 106

受取利息及び受取配
当金

 △12 △12 △29

支払利息  47 57 97

固定資産売却益  △0 － △0

固定資産除却損  8 16 17

売上債権の増減額
（増加：△）

 △83 36 △327

たな卸資産の増減額
（増加：△）

 △86 △178 △268

仕入債務の増減額
（減少：△）

 87 114 474

その他  233 329 39

小計  1,485 1,549 2,880

利息及び配当金の受
取額

 12 12 30

利息の支払額  △38 △59 △115

補助金の受取額  － 100 －

法人税等の支払額  △195 △446 △449

営業活動によるキャッ
シュ・フロー

 1,264 1,155 2,346
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前中間連結会計期間

（自　平成18年９月21日
至　平成19年３月20日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年９月21日
至　平成20年３月20日）

前連結会計年度の要約連
結キャッシュ・フロー計
算書
（自　平成18年９月21日
至　平成19年９月20日）

区分
注記
番号

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

Ⅱ　投資活動によるキャッ
シュ・フロー

    

定期預金の預入によ
る支出

 △24 △12 △27

有形固定資産の取得
による支出

 △658 △1,035 △1,808

有形固定資産の売却
による収入

 37 0 39

無形固定資産の取得
による支出

 △82 △182 △242

投資有価証券の取得
による支出

 △441 △650 △571

投資有価証券の売却
による収入

 383 247 501

投資有価証券の償還
による収入

 － 400 －

貸付金の回収による
収入

 0 － 1

子会社株式取得によ
る支出

 △11 － △11

事業の譲受けによる
支出

 ※３ － － △140

保険の解約による収
入

 38 － 38

その他  △273 △153 △233

投資活動によるキャッ
シュ・フロー

 △1,031 △1,386 △2,452
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前中間連結会計期間

（自　平成18年９月21日
至　平成19年３月20日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年９月21日
至　平成20年３月20日）

前連結会計年度の要約連
結キャッシュ・フロー計
算書
（自　平成18年９月21日
至　平成19年９月20日）

区分
注記
番号

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

Ⅲ　財務活動によるキャッ
シュ・フロー

    

短期借入金の純増減
額（減少：△）

 710 △685 1,360

長期借入れによる収
入

 － 1,720 －

長期借入金の返済に
よる支出

 △709 △526 △1,356

配当金の支払額  △119 △112 △242

自己株式取得による
支出 

 － △92 △0

その他  △0 0 0

財務活動によるキャッ
シュ・フロー

 △118 304 △239

Ⅳ　現金及び現金同等物に
係る換算差額

 0 △0 0

Ⅴ　現金及び現金同等物の増
減額（減少：△）

 114 74 △345

Ⅵ　現金及び現金同等物の
期首残高

 4,218 3,873 4,218

Ⅶ　現金及び現金同等物の
中間期末（期末）残高

 ※１ 4,332 3,947 3,873
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中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

項目
前中間連結会計期間

（自　平成18年９月21日
至　平成19年３月20日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年９月21日
至　平成20年３月20日）

前連結会計年度
（自　平成18年９月21日
至　平成19年９月20日）

１．連結の範囲に関する事項 連結子会社は、下記の15社でありま

す。

㈱フレスコメディカル

㈱ファルコライフサイエンス

㈱ファルコバイオシステムズ兵庫

㈱ファルココミュニケーションズ

㈱ファルコクリニカルプラン

㈱ファルコバイオシステムズ九州

㈱ファルコバイオシステムズ福井

チューリップ調剤㈱　 

㈱飛騨臨床検査センター ※２

㈱ファーマプロット

㈱MINORI

コスミック㈱ 

㈱志太医研 

㈱東予中検 

㈱ファルコファーマシーズ ※３

連結子会社は、下記の12社でありま

す。

㈱フレスコメディカル

㈱ファルコライフサイエンス

㈱ファルコバイオシステムズ兵庫

㈱ファルココミュニケーションズ

㈱ファルコクリニカルプラン

㈱ファルコバイオシステムズ福井

チューリップ調剤㈱　 

㈱飛騨臨床検査センター

㈱ファーマプロット

㈱MINORI

コスミック㈱ 

㈱ファルコファーマシーズ 

連結子会社は、下記の12社でありま

す。

㈱フレスコメディカル

㈱ファルコライフサイエンス

㈱ファルコバイオシステムズ兵庫

㈱ファルココミュニケーションズ

㈱ファルコクリニカルプラン

㈱ファルコバイオシステムズ福井

チューリップ調剤㈱

㈱飛騨臨床検査センター※２

㈱ファーマプロット

㈱MINORI

コスミック㈱

㈱ファルコファーマシーズ ※３

   １.㈱ファルコバイオシステムズ

西日本及び㈱ファルコバイオ

システムズ山陰は、平成19年２

月21日付で当社に吸収合併さ

れました。

※２.㈱飛騨臨床検査センターは、

平成18年12月26日付で、㈲飛騨

臨床検査センターから組織変

更いたしました。

※３.㈱ファルコファーマシーズ

は、平成19年１月22日付で、調

剤薬局事業を営む当社の完全

子会社４社（チューリップ調

剤㈱、㈱ファルコクリニカルプ

ラン、㈱ファーマプロット、㈱

MINORI）の純粋持株会社とし

て設立いたしました。

 　１.㈱ファルコバイオシステムズ

西日本及び㈱ファルコバイオ

システムズ山陰は、平成19年２

月21日付で当社に吸収合併さ

れました。

※２.㈱飛騨臨床検査センターは、

平成18年12月26日付で、㈲飛騨

臨床検査センターから組織変

更いたしました。

※３.㈱ファルコファーマシーズ

は、平成19年１月22日付で、調

剤薬局事業を営む当社の完全

子会社４社（チューリップ調

剤㈱、㈱ファルコクリニカルプ

ラン、㈱ファーマプロット、㈱

MINORI）の純粋持株会社とし

て設立いたしました。

　４.㈱ファルコバイオシステムズ

九州は、平成19年４月21日付で

当社に吸収合併されました。

　５.㈱志太医研及び㈱東予中検は、

平成19年８月21日付で当社に

吸収合併されました。

２．持分法の適用に関する事

項

　該当する会社はありません。 同左 同左

３．連結子会社の中間決算日

（決算日）等に関する事

項

  すべての連結子会社の中間期の

末日は、中間連結決算日と一致し

ております。

同左   全ての連結子会社の事業年度末

日と連結決算日は一致しておりま

す。
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項目
前中間連結会計期間

（自　平成18年９月21日
至　平成19年３月20日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年９月21日
至　平成20年３月20日）

前連結会計年度
（自　平成18年９月21日
至　平成19年９月20日）

４．会計処理基準に関する事

項

(1）重要な資産の評価基準

及び評価方法

(1）有価証券

その他有価証券

時価のあるもの

中間連結決算日の市場価格

等に基づく時価法

（評価差額は全部純資産直

入法により処理し、売却原価

は移動平均法により算定し

ております。）

(1）有価証券

その他有価証券

時価のあるもの

同左

(1）有価証券

その他有価証券

時価のあるもの

連結決算日の市場価格等に

基づく時価法

（評価差額は全部純資産直

入法により処理し、売却原価

は移動平均法により算定し

ております。）

 時価のないもの

移動平均法による原価法

　　   なお、投資事業有限責任組合及

びそれに類する組合への出資

（証券取引法第２条第２項に

より有価証券とみなされるも

の）については、組合契約に規

定される決算報告日に応じて、

入手可能な最近の決算書を基

礎とし、持分相当額を純額で取

り込む方法によっております。

時価のないもの

移動平均法による原価法

　　   なお、投資事業有限責任組合及

びそれに類する組合への出資

（金融商品取引法第２条第２

項により有価証券とみなされ

るもの）については、組合契約

に規定される決算報告日に応

じて、入手可能な最近の決算書

を基礎とし、持分相当額を純額

で取り込む方法によっており

ます。

時価のないもの

移動平均法による原価法

　　   なお、投資事業有限責任組合及

びそれに類する組合への出資

（旧証券取引法第２条第２項

により有価証券とみなされる

もの）については、組合契約に

規定される決算報告日に応じ

て、入手可能な最近の決算書を

基礎とし、持分相当額を純額で

取り込む方法によっておりま

す。

 (2）たな卸資産

商品、製品、検査試薬及び仕掛

品

主として移動平均法による

原価法

(2）たな卸資産

商品、製品、検査試薬及び仕掛

品

同左

(2）たな卸資産

商品、製品、検査試薬及び仕掛

品

同左

 貯蔵品

最終仕入原価法

貯蔵品

同左

貯蔵品

同左

(2）重要な減価償却資産の

減価償却の方法

(1）有形固定資産

　定率法により償却しておりま

す。

　ただし、平成10年４月１日以降

に取得した建物（建物附属設備

を除く）については、定額法を採

用しております。

　なお、主な耐用年数は以下のと

おりであります。

　建物及び構築物15～65年

　工具器具備品　２～20年

(1）有形固定資産

① 平成19年３月31日以前に取得

したものは旧定率法により償却

しております。

　ただし、平成10年４月１日以降

に取得した建物（建物附属設備

を除く）については、旧定額法

を採用しております。

② 平成19年４月１日以降に取得

したものは定率法により償却し

ております。　

   ただし、建物（建物附属設備を

除く）については、定額法を採

用しております。 

   事業用定期借地権契約による

借地上の建物については、残存

価額を零とし、契約残年数を基

準とした定額法を採用しており

ます。  

   なお、主な耐用年数は以下のと

おりであります。

　　建物及び構築物　15～65年

　　工具器具備品　　２～20年

(1）有形固定資産

① 平成19年３月31日以前に取得

したものは旧定率法により償却

しております。

　ただし、平成10年４月１日以降

に取得した建物（建物附属設備

を除く）については、旧定額法

を採用しております。

② 平成19年４月１日以降に取得

したものは定率法により償却し

ております。　

   ただし、建物（建物附属設備を

除く）については、定額法を採

用しております。 

   事業用定期借地権契約による

借地上の建物については、残存

価額を零とし、契約残年数を基

準とした定額法を採用しており

ます。  

   なお、主な耐用年数は以下のと

おりであります。

　　建物及び構築物　15～65年

　　工具器具備品　　２～20年
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項目
前中間連結会計期間

（自　平成18年９月21日
至　平成19年３月20日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年９月21日
至　平成20年３月20日）

前連結会計年度
（自　平成18年９月21日
至　平成19年９月20日）

  （追加情報）

　法人税法の改正に伴い、平成19

年３月31日以前に取得した資産

については、改正前の法人税法に

基づく減価償却の方法の適用に

より取得価額の５％に到達した

連結会計年度の翌連結会計年度

より、取得価額の５％相当額と備

忘価額との差額を５年間にわた

り均等償却し、減価償却費に含め

て計上しております。

　これにより、当中間連結会計期

間の営業利益、経常利益及び税金

等調整前中間純利益は、それぞれ

11百万円減少しております。

  なお、この変更によるセグメン

ト情報に与える影響は軽微であ

ります。

（会計方針の変更）

　法人税法の改正に伴い、当連結

会計年度より、平成19年４月１日

以降に取得した有形固定資産に

ついて、改正後の法人税法に基づ

く減価償却の方法に変更してお

ります。

  これにより、従来と同一の方法

によった場合に比べ、営業利益、

経常利益及び税金等調整前当期

純利益は、それぞれ19百万円減少

しております。

  なお、セグメント情報に与える

影響は、当該箇所に記載しており

ます。

 (2）無形固定資産

　定額法により償却しておりま

す。

　なお、主な耐用年数は以下のと

おりであります。

　特許権　　　　８年

　ソフトウェア　５年

(2）無形固定資産

同左

(2）無形固定資産

同左

 (3）長期前払費用

　  支出の効果の及ぶ期間で均等償

却しております。

(3）長期前払費用

同左

(3）長期前払費用

同左

(3）重要な繰延資産の処理

方法

  株式交付費

　支出時に全額費用として処理し

ております。

　　      ──────   株式交付費

　支出時に全額費用として処理し

ております。

(4）重要な引当金の計上基

準

(1）貸倒引当金

　  債権の貸倒れによる損失に備え

るため、一般債権については貸

倒実績率により、貸倒懸念債権

等特定の債権については個別に

回収可能性を勘案し、回収不能

見込額を計上しております。

(1）貸倒引当金

同左

(1）貸倒引当金

同左

 (2）      ────── (2) 受注損失引当金

　  請負契約に基づくシステム構築

案件のうち、当中間連結会計期

間末において、将来の損失が確

実に見込まれ、かつ、当該損失額

を合理的に見積もることが可能

なものについては、将来の損失

に備えるため当下半期以降に発

生が見込まれる損失額を計上し

ております。

(2）      ──────

 

EDINET提出書類

株式会社ファルコバイオシステムズ(E04982)

半期報告書

26/69



項目
前中間連結会計期間

（自　平成18年９月21日
至　平成19年３月20日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年９月21日
至　平成20年３月20日）

前連結会計年度
（自　平成18年９月21日
至　平成19年９月20日）

  （追加情報）

　  当中間連結会計期間末におい

て、請負契約に基づくシステム

構築案件の状況を精査した結

果、当下半期以降に損失の発生

が見込まれる案件が確認された

ため、当下半期以降に発生が見

込まれる損失額を計上しており

ます。

　これにより、当中間連結会計期

間の営業利益、経常利益及び税

金等調整前中間純利益は、それ

ぞれ77百万円減少しておりま

す。

　なお、セグメント情報に与える

影響は、当該箇所に記載してお

ります。

 

 (3）賞与引当金

　  従業員の賞与の支給に備えるた

め、支給見込額に基づき計上し

ております。

(3）賞与引当金

同左

(3）賞与引当金

同左

 (4）退職給付引当金

　  従業員の退職給付に備えるた

め、当連結会計年度末における

退職給付債務及び年金資産の見

込額に基づき、当中間連結会計

期間末において発生していると

認められる額を計上しておりま

す。

    数理計算上の差異は、発生年度

において一括で費用処理してお

ります。

(4）退職給付引当金

同左

(4）退職給付引当金

　  従業員の退職給付に備えるた

め、当連結会計年度末における

退職給付債務及び年金資産の見

込額に基づき計上しておりま

す。

　　数理計算上の差異は、当連結会計

年度において一括で費用処理し

ております。

 (5）役員退職慰労引当金

　  役員の退職慰労金の支出に備え

るため、内規に基づく期末要支

給額のうち、当中間連結会計期

間末において発生していると認

められる額を計上しておりま

す。

(5）役員退職慰労引当金

同左

(5）役員退職慰労引当金

　  役員の退職慰労金の支出に備え

るため、内規に基づく期末要支

給額を計上しております。

 (6）役員賞与引当金 

  役員に対して支給する賞与の

支出に充てるため、支給見込額に

基づき計上しております。

(6）役員賞与引当金 

同左

(6）役員賞与引当金 

同左

(5）重要なリース取引の処

理方法

　リース物件の所有権が借主に移転

すると認められるもの以外のファ

イナンス・リース取引については、

通常の賃貸借取引に係る方法に準

じた会計処理によっております。

同左 同左
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項目
前中間連結会計期間

（自　平成18年９月21日
至　平成19年３月20日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年９月21日
至　平成20年３月20日）

前連結会計年度
（自　平成18年９月21日
至　平成19年９月20日）

(6）その他中間連結財務諸

表（連結財務諸表）作

成のための基本となる

重要な事項

消費税等の会計処理

　消費税及び地方消費税の会計処理

は、税抜方式によっております。

　なお、たな卸資産に係る控除対象

外消費税等は、当期の費用として処

理しております。

消費税等の会計処理

同左

消費税等の会計処理

同左

５．のれん及び負ののれんの

償却に関する事項

　のれんの償却については、臨床検

査事業及び周辺事業では５年間ま

たは10年間、調剤薬局事業では10年

間または20年間の均等償却を行っ

ております。

　のれんの償却については、臨床検

査事業及び周辺事業では５年間ま

たは10年間、調剤薬局事業では５年

間、10年間または20年間の均等償却

を行っております。

同左

６．中間連結キャッシュ・フ

ロー計算書（連結キャッ

シュ・フロー計算書）に

おける資金の範囲

　手許現金、随時引き出し可能な預

金及び容易に換金可能であり、か

つ、価値の変動について僅少なリス

クしか負わない取得日から３ヶ月

以内に償還期限の到来する短期投

資からなっております。

同左 同左

中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

前中間連結会計期間
（自　平成18年９月21日
至　平成19年３月20日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年９月21日
至　平成20年３月20日）

前連結会計年度
（自　平成18年９月21日
至　平成19年９月20日）

（企業結合に係る会計基準等）

　当中間連結会計期間より、「企業結合

に係る会計基準」（企業会計審議会 

平成15年10月31日）及び「事業分離等

に関する会計基準」（企業会計基準第

７号 平成17年12月27日）並びに「企

業結合会計基準及び事業分離等会計基

準に関する適用指針」（企業会計基準

適用指針第10号 平成17年12月27日）

を適用しております。

  ────── （企業結合に係る会計基準等）

　当連結会計年度より、「企業結合に係

る会計基準」（企業会計審議会 平成

15年10月31日）及び「事業分離等に関

する会計基準」（企業会計基準第７号

 平成17年12月27日）並びに「企業結

合会計基準及び事業分離等会計基準に

関する適用指針」（企業会計基準適用

指針第10号 平成17年12月27日）を適

用しております。
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表示方法の変更

前中間連結会計期間
（自　平成18年９月21日
至　平成19年３月20日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年９月21日
至　平成20年３月20日）

（中間連結貸借対照表関係） 

    前中間連結会計期間において「営業権」「連結調整勘

定」として掲記されていたものは、当中間連結会計期間

から「のれん」として表示しております。

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　前中間連結会計期間において財務活動によるキャッシュ

・フロー「その他」に含めて掲記しておりました「自己

株式取得による支出」（前中間連結会計期間△０百万

円）は重要性が増したため、当中間連結会計期間より区分

掲記しております。

（中間連結損益計算書関係） 

    前中間連結会計期間において「減価償却費」として掲

記されていたもののうち、のれん償却額に相当するもの、

及び「連結調整勘定償却額」として掲記されていたもの

は、当中間連結会計期間から「のれん償却額」として表

示しております。

  ──────

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

    前中間連結会計期間において「減価償却費」として掲

記されていたもののうち、のれん償却額に相当するもの、

及び「連結調整勘定償却額」として掲記されていたもの

は、当中間連結会計期間から「のれん償却額」として表

示しております。

  ──────

　

追加情報

前中間連結会計期間
（自　平成18年９月21日
至　平成19年３月20日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年９月21日
至　平成20年３月20日）

前連結会計年度
（自　平成18年９月21日
至　平成19年９月20日）

（貸借対照表の純資産の部の表示に関

する会計基準）

　前連結会計年度より、「貸借対照表の

純資産の部の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第５号　平成17年12月

９日）及び「貸借対照表の純資産の部

の表示に関する会計基準等の適用指

針」（企業会計基準適用指針第８号　

平成17年12月９日）を適用しておりま

す。

　従来の資本の部の合計に相当する金

額は11,603百万円であります。

　なお、当中間連結会計期間における中

間連結貸借対照表の純資産の部につい

ては、中間連結財務諸表規則の改正に

伴い、改正後の中間連結財務諸表規則

により作成しております。 

────── ──────
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注記事項

（中間連結貸借対照表関係）

前中間連結会計期間末
（平成19年３月20日現在）

当中間連結会計期間末
（平成20年３月20日現在）

前連結会計年度
（平成19年９月20日現在）

　１．保証債務

①連結会社以外のものの銀行借

入に対し、次のとおり保証を行っ

ております。

　１．保証債務

　連結会社以外のものの銀行借入

に対し、次のとおり保証を行って

おります。

　１．保証債務

①連結会社以外のものの銀行借

入に対し、次のとおり保証を行っ

ております。

従業員５名 2百万円

計 2百万円

②取引先のリース債務に対し、次

のとおり保証を行っております。

医療法人社団景星会 4百万円

計 4百万円

従業員２名 0百万円

計 0百万円

従業員２名 0百万円

計 0百万円

②取引先のリース債務に対し、次

のとおり保証を行っております。

医療法人社団景星会 1百万円

計 1百万円

※２．長期借入金の一部について以

下の財務制限条項がついており

ます。

　　・年度決算期末における連結の貸

借対照表における純資産の部の

金額が、直前の年度決算期末にお

ける連結の貸借対照表における

純資産の部の金額の75％を下回

らないこと。

・年度決算期末における連結の

損益計算書における経常損益の

額が、２期連続してマイナスにな

らないこと。

　　・年度決算期末における単体の貸

借対照表における純資産の部の

金額が、直前の年度決算期末にお

ける単体の貸借対照表における

純資産の部の金額の75％を下回

らないこと。

・年度決算期末における単体の

損益計算書における経常損益の

額が、２期連続してマイナスにな

らないこと。

※２．当社は、資金調達の機動性確保

・安定化を図る目的で、取引銀行

４行とコミットメントライン契

約を締結しております。この契約

に基づく当中間連結会計期間末

の借入未実行残高は次のとおり

であります。

契約の総額 6,000百万円

借入実行残高 － 百万円

借入未実行残高 6,000百万円

（注）長期借入金の一部及び上記コ

ミットメントライン契約につい

て、下記の財務制限条項がついて

おります。

　　・年度決算期末における連結の貸

借対照表における純資産の部の

金額が、直前の年度決算期末にお

ける連結の貸借対照表における

純資産の部の金額の75％を下回

らないこと。

・年度決算期末における連結の

損益計算書における経常損益の

額が、２期連続して損失とならな

いこと。

　　・年度決算期末における単体の貸

借対照表における純資産の部の

金額が、直前の年度決算期末にお

ける単体の貸借対照表における

純資産の部の金額の75％を下回

らないこと。

・年度決算期末における単体の

損益計算書における経常損益の

額が、２期連続して損失とならな

いこと。

※２．当社は、資金調達の機動性確保

・安定化を図る目的で、取引銀行

４行とコミットメントライン契

約を締結しております。この契約

に基づく当連結会計年度末の借

入未実行残高は次のとおりであ

ります。

契約の総額 6,000百万円

借入実行残高 － 百万円

借入未実行残高 6,000百万円

（注）長期借入金の一部及び上記コ

ミットメントライン契約につい

て、下記の財務制限条項がついて

おります。

　　・年度決算期末における連結の貸

借対照表における純資産の部の

金額が、直前の年度決算期末にお

ける連結の貸借対照表における

純資産の部の金額の75％を下回

らないこと。

・年度決算期末における連結の

損益計算書における経常損益の

額が、２期連続して損失とならな

いこと。

　　・年度決算期末における単体の貸

借対照表における純資産の部の

金額が、直前の年度決算期末にお

ける単体の貸借対照表における

純資産の部の金額の75％を下回

らないこと。

・年度決算期末における単体の

損益計算書における経常損益の

額が、２期連続して損失とならな

いこと。
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（中間連結損益計算書関係）

前中間連結会計期間
（自　平成18年９月21日
至　平成19年３月20日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年９月21日
至　平成20年３月20日）

前連結会計年度
（自　平成18年９月21日
至　平成19年９月20日）

※１．固定資産売却益の内訳は次の

とおりであります。

※１． 　　　────── ※１．固定資産売却益の内訳は次の

とおりであります。

土地 0百万円

計 0百万円

 車両運搬具 0百万円

土地 0百万円

計 0百万円

※２． 　　　────── ※２． 　　　────── ※２．補助金収入は、東海中央研究所

を建設したことに伴う、研究開発

施設等立地補助金であります。

※３．前期商品仕入値引は、平成18年

４月に行われました薬価改定に

伴う前期商品仕入に係る値引額

であります。

※３． 　　　────── ※３．前期商品仕入値引は、平成18年

４月に行われました薬価改定に

伴う前期商品仕入に係る値引額

であります。

※４．固定資産売却損の内訳は次の

とおりであります。

※４．固定資産売却損の内訳は次の

とおりであります。

※４．固定資産売却損の内訳は次の

とおりであります。

建物及び構築物 11百万円

土地 6百万円

計 18百万円

車両運搬具 0百万円

計 0百万円

建物及び構築物 11百万円

土地 6百万円

計 18百万円

※５．固定資産除却損の内訳は次の

とおりであります。

※５．固定資産除却損の内訳は次の

とおりであります。

※５．固定資産除却損の内訳は次の

とおりであります。

車両運搬具 0百万円

工具器具備品 6百万円

ソフトウェア 1百万円

計 8百万円

車両運搬具 0百万円

工具器具備品 13百万円

ソフトウェア 2百万円

計 16百万円

建物及び構築物 2百万円

車両運搬具 0百万円

工具器具備品 12百万円

ソフトウェア 1百万円

計 17百万円
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前中間連結会計期間
（自　平成18年９月21日
至　平成19年３月20日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年９月21日
至　平成20年３月20日）

前連結会計年度
（自　平成18年９月21日
至　平成19年９月20日）

※６．減損損失  

当中間連結会計期間において、

当社グループは以下の資産グルー

プについて減損損失を計上いたし

ました。

場所 用途 種類 その他

福井県

吉田郡

他

遊休不動

産 
土地  －

富山県

砺波市
薬局店舗

工具器具

備品

リース資

産

 －

 当社グループは、事業の種類別

セグメントを基礎とし、調剤薬局

事業については薬局店舗単位に

よって、資産のグルーピングを

行っております。ただし、遊休資産

については、個別物件単位でグ

ルーピングを行っております。

 福井県吉田郡他の土地につきま

しては、調剤薬局店舗開設用地と

して取得しましたが、現在は遊休

状態であり、今後の使用予定がな

く、かつ地価が著しく下落してい

るため、帳簿価額を回収可能価額

まで減額し、当該減少額を減損損

失（０百万円）として、特別損失

に計上いたしました。なお、当該土

地の回収可能価額は、正味売却価

額により測定しており、路線価を

基に評価しております。

 薬局店舗につきましては、営業

活動から生ずる損益が継続してマ

イナスであるため、帳簿価額を回

収可能価額まで減額し、当該減少

額を減損損失（１百万円）とし

て、特別損失に計上いたしました。

その内訳は、工具器具備品０百万

円及びリース資産０百万円であり

ます。なお、当資産グループの回収

可能価額は、正味売却価額により

測定しており、工具器具備品につ

きましては取得価額の５％とし、

リース資産につきましては零とし

て評価しております。

※６．減損損失  

当中間連結会計期間において、

当社グループは以下の資産グルー

プについて減損損失を計上いたし

ました。

場所 用途 種類 その他

京都市

遺伝子

検査法

に関す

る独占

実施権

の許諾 

長期前

払費用 
 －

富山市 薬局店舗

建物及び

構築物

工具器具

備品

リース資

産

 －

 当社グループは、事業の種類別

セグメントを基礎とし、調剤薬局

事業については薬局店舗単位に

よって、資産のグルーピングを

行っております。ただし、遊休資産

については、個別物件単位でグ

ルーピングを行っております。

 長期前払費用（遺伝子検査法に

関する独占実施権の許諾）につき

ましては、現在は未利用であり、今

後の使用予定が確定しておらず、

将来キャッシュ・フロー見積期間

にわたって回収可能性が認められ

ないことから、帳簿価額を全額、減

損損失（33百万円）として特別損

失に計上いたしました。

 薬局店舗につきましては、営業

活動から生ずる損益が継続してマ

イナスであるため、帳簿価額を回

収可能価額まで減額し、当該減少

額を減損損失（４百万円）とし

て、特別損失に計上いたしました。

その内訳は、建物及び構築物３百

万円、工具器具備品０百万円及び

リース資産０百万円であります。

なお、当資産グループの回収可能

価額は、正味売却価額により測定

しており、建物及び構築物、工具器

具備品につきましては１円とし、

リース資産につきましては零とし

て評価しております。

※６．減損損失  

当連結会計年度において、当社

グループは以下の資産グループに

ついて減損損失を計上いたしまし

た。 

場所 用途 種類 その他

福井県

吉田郡

他

遊休不動

産 
土地  －

富山県

砺波市
薬局店舗

工具器具

備品

リース資

産

 －

 当社グループは、事業の種類別

セグメントを基礎とし、調剤薬局

事業については薬局店舗単位に

よって、資産のグルーピングを

行っております。ただし、遊休資産

については、個別物件単位でグ

ルーピングを行っております。

 福井県吉田郡他の土地につきま

しては、調剤薬局店舗開設用地と

して取得しましたが、現在は遊休

状態であり、今後の使用予定がな

く、かつ地価が著しく下落してい

るため、帳簿価額を回収可能価額

まで減額し、当該減少額を減損損

失（０百万円）として、特別損失

に計上いたしました。なお、当該土

地の回収可能価額は、正味売却価

額により測定しており、路線価を

基に評価しております。

 薬局店舗につきましては、営業

活動から生ずる損益が継続してマ

イナスであるため、帳簿価額を回

収可能価額まで減額し、当該減少

額を減損損失（１百万円）とし

て、特別損失に計上いたしました。

その内訳は、工具器具備品０百万

円及びリース資産０百万円であり

ます。なお、当資産グループの回収

可能価額は、正味売却価額により

測定しており、工具器具備品につ

きましては取得価額の５％とし、

リース資産につきましては零とし

て評価しております。
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（中間連結株主資本等変動計算書関係）

前中間連結会計期間（自平成18年９月21日　至平成19年３月20日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
前連結会計年度末株
式数（株）

当中間連結会計期間
増加株式数（株）

当中間連結会計期間
減少株式数（株）

当中間連結会計期間
末株式数（株）

発行済株式     

普通株式（注）１ 11,906,487 449,690 － 12,356,177

合計 11,906,487 449,690 － 12,356,177

自己株式     

普通株式（注）２,３ 38,731 320 280 38,771

合計 38,731 320 280 38,771

　（注）１．普通株式の発行済株式数の増加449,690株は、転換社債型新株予約権付社債の新株予約権の行使による増加で

あります。

　　　　２．普通株式の自己株式の株式数の増加320株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。 

　　　　３．普通株式の自己株式の株式数の減少280株は、単元未満株式の受渡しによる減少であります。  

２．配当に関する事項

(1）配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日

平成18年12月14日

定時株主総会
普通株式 118 10 平成18年９月20日 平成18年12月15日

(2）基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が中間連結会計期間末後となるもの

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

配当の原資
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成19年５月８日

取締役会
普通株式 123 利益剰余金 10 平成19年３月20日 平成19年６月８日

当中間連結会計期間（自平成19年９月21日　至平成20年３月20日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
前連結会計年度末株
式数（株）

当中間連結会計期間
増加株式数（株）

当中間連結会計期間
減少株式数（株）

当中間連結会計期間
末株式数（株）

発行済株式     

普通株式 12,356,177 － － 12,356,177

合計 12,356,177 － － 12,356,177

自己株式     

普通株式（注）１,２ 38,861 132,520 40 171,341

合計 38,861 132,520 40 171,341

　（注）１.普通株式の自己株式の株式数の増加132,520株は、市場買い付けによる増加132,400株、単元未満株式の買取りに

よる増加120株であります。 

　　　　２.普通株式の自己株式の株式数の減少40株は、単元未満株式の受渡しによる減少であります。  

２．配当に関する事項

(1）配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日

平成19年12月11日

定時株主総会
普通株式 123 10 平成19年９月20日 平成19年12月12日

EDINET提出書類

株式会社ファルコバイオシステムズ(E04982)

半期報告書

33/69



(2）基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が中間連結会計期間末後となるもの

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

配当の原資
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成20年５月８日

取締役会
普通株式 121 利益剰余金 10 平成20年３月20日 平成20年６月10日

前連結会計年度（自平成18年９月21日　至平成19年９月20日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
前連結会計年度末株
式数（株）

当連結会計年度増加
株式数（株）

当連結会計年度減少
株式数（株）

当連結会計年度末株
式数（株）

発行済株式     

普通株式（注）１ 11,906,487 449,690 － 12,356,177

合計 11,906,487 449,690 － 12,356,177

自己株式     

普通株式（注）２,３ 38,731 480 350 38,861

合計 38,731 480 350 38,861

　（注）１．普通株式の発行済株式数の増加449,690株は、転換社債型新株予約権付社債の新株予約権の行使による増加で

あります。

　　　　２．普通株式の自己株式の株式数の増加480株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。 

　　　　３．普通株式の自己株式の株式数の減少350株は、単元未満株式の受渡しによる減少であります。 

２．配当に関する事項

(1）配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日

平成18年12月14日

定時株主総会
普通株式 118 10 平成18年９月20日 平成18年12月15日

平成19年５月８日

取締役会
普通株式 123 10 平成19年３月20日 平成19年６月８日

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が当連結会計年度末後となるもの

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

配当の原資
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成19年12月11日

定時株主総会
普通株式 123  利益剰余金 10 平成19年９月20日 平成19年12月12日
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（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前中間連結会計期間
（自　平成18年９月21日
至　平成19年３月20日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年９月21日
至　平成20年３月20日）

前連結会計年度
（自　平成18年９月21日
至　平成19年９月20日）

※１．現金及び現金同等物の中間期

末残高と中間連結貸借対照表に

掲記されている科目の金額との

関係

※１．現金及び現金同等物の中間期

末残高と中間連結貸借対照表に

掲記されている科目の金額との

関係

※１．現金及び現金同等物の期末残

高と連結貸借対照表に掲記され

ている科目の金額との関係

（平成19年３月20日現在） （平成20年３月20日現在） （平成19年９月20日現在）
 （百万円）

現金及び預金勘定 4,393

預入期間が３ヶ月を

超える定期預金
△60

現金及び現金同等物 4,332

 （百万円）

現金及び預金勘定 3,993

預入期間が３ヶ月を

超える定期預金
△45

現金及び現金同等物 3,947

 （百万円）

現金及び預金勘定 3,906

預入期間が３ヶ月を

超える定期預金
△33

現金及び現金同等物 3,873

　

　２．重要な非資金取引の内容

（百万円）

新株予約権の行使による

資本金増加額
200

新株予約権の行使による

資本剰余金増加額
199

新株予約権の行使による

転換社債型新株予約権付

社債減少額

400

　２．　　　────── 　２．重要な非資金取引の内容

（百万円）

新株予約権の行使による

資本金増加額
200

新株予約権の行使による

資本剰余金増加額
199

新株予約権の行使による

転換社債型新株予約権付

社債減少額

400

　
※３．　　　────── ※３．　　　────── ※３．当連結会計年度に事業の譲受

けにより増加した資産は次のと

おりであります。

 （百万円）

固定資産 140

事業の譲受けによる

支出
140
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（リース取引関係）

前中間連結会計期間
（自　平成18年９月21日
至　平成19年３月20日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年９月21日
至　平成20年３月20日）

前連結会計年度
（自　平成18年９月21日
至　平成19年９月20日）

１．リース物件の所有権が借主に移

転すると認められるもの以外の

ファイナンス・リース取引

１．リース物件の所有権が借主に移

転すると認められるもの以外の

ファイナンス・リース取引

１．リース物件の所有権が借主に移

転すると認められるもの以外の

ファイナンス・リース取引

(1) リース物件の取得価額相当額、減

価償却累計額相当額、減損損失累

計額相当額及び中間期末残高相

当額

(1) リース物件の取得価額相当額、減

価償却累計額相当額、減損損失累

計額相当額及び中間期末残高相

当額

(1) リース物件の取得価額相当額、減

価償却累計額相当額、減損損失累

計額相当額及び期末残高相当額

 

取得価
額相当
額
(百万円)

減価償
却累計
額相当
額
(百万円)

減損損
失累計
額相当
額
(百万円)

中間期
末残高
相当額
(百万円)

工具
器具
備品

1,492 668 1 822

その
他

469 205 － 264

合計 1,962 873 1 1,087

 

取得価
額相当
額
(百万円)

減価償
却累計
額相当
額
(百万円)

減損損
失累計
額相当
額
(百万円)

中間期
末残高
相当額
(百万円)

工具
器具
備品

1,561 811 1 747

その
他

470 204 － 265

合計 2,031 1,016 1 1,013

 

取得価
額相当
額
(百万円)

減価償
却累計
額相当
額
(百万円)

減損損
失累計
額相当
額
(百万円)

期末残
高相当
額
(百万円)

工具
器具
備品

1,604 779 1 824

その
他

450 189 － 261

合計 2,055 968 1 1,085

(2) 未経過リース料中間期末残高相当

額等

未経過リース料中間期末残高相

当額

(2) 未経過リース料中間期末残高相当

額等

未経過リース料中間期末残高相

当額

(2) 未経過リース料期末残高相当額等

未経過リース料期末残高相当額

１年内 371百万円
１年超 739百万円
合計 1,110百万円
リース資産減損勘
定の残高 

0百万円

１年内 392百万円
１年超 650百万円
合計 1,043百万円
リース資産減損勘
定の残高 

0百万円

１年内 385百万円
１年超 726百万円
合計 1,112百万円
リース資産減損勘
定の残高 

0百万円

(3) 支払リース料、リース資産減損勘

定の取崩額、減価償却費相当額、

支払利息相当額及び減損損失

(3) 支払リース料、リース資産減損勘

定の取崩額、減価償却費相当額、

支払利息相当額及び減損損失

(3) 支払リース料、リース資産減損勘

定の取崩額、減価償却費相当額、

支払利息相当額及び減損損失

支払リース料 210百万円

リース資産減損勘

定の取崩額 
0百万円

減価償却費相当額 198百万円

支払利息相当額 14百万円

減損損失 0百万円

支払リース料 224百万円

リース資産減損勘

定の取崩額 
0百万円

減価償却費相当額 210百万円

支払利息相当額 14百万円

減損損失 0百万円

支払リース料 430百万円

リース資産減損勘

定の取崩額 
0百万円

減価償却費相当額 399百万円

支払利息相当額 30百万円

減損損失 0百万円

(4) 減価償却費相当額の算定方法

　リース期間を耐用年数とし、残存

価額を零とする定額法によってお

ります。

(4) 減価償却費相当額の算定方法

同左

(4) 減価償却費相当額の算定方法

同左

(5) 利息相当額の算定方法

　リース料総額とリース物件の取得

価額相当額との差額を利息相当額

とし、各期への配分方法について

は、利息法によっております。

(5) 利息相当額の算定方法

同左

(5) 利息相当額の算定方法

同左

２．オペレーティング・リース取引

     未経過リース料

２．オペレーティング・リース取引

     未経過リース料

２．オペレーティング・リース取引

     未経過リース料

１年内 0百万円
１年超 2百万円
合計 2百万円

１年内 3百万円
１年超 5百万円
合計 9百万円

１年内 2百万円
１年超 5百万円
合計 7百万円
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（有価証券関係）

前中間連結会計期間末（平成19年３月20日現在）

有価証券

１　その他有価証券で時価のあるもの

　 取得原価（百万円）
中間連結貸借対照表
計上額（百万円）

差額（百万円）

①　株式 909 1,200 291

②　その他 308 296 △12

計 1,218 1,497 279

　（注）当中間連結会計期間において、その他有価証券で時価のあるものについて36百万円減損処理を行っております。

なお、減損処理にあたっては、中間連結会計期間末における時価が取得原価に比べ50％以上下落した場合には全

て減損処理を行い、30～50％程度下落した場合には、当該金額の重要性、回復可能性等を考慮して必要と認められた

額について減損処理を行っております。 

２　時価評価されていない主な有価証券の内容

　 中間連結貸借対照表計上額（百万円）

　　その他有価証券  

非上場株式 150

　　　　 非上場外国債券 100

　　　　 投資事業有限責任組合に対する出資 416

当中間連結会計期間末（平成20年３月20日現在）

有価証券

１　その他有価証券で時価のあるもの

　 取得原価（百万円）
中間連結貸借対照表
計上額（百万円）

差額（百万円）

①　株式 1,017 1,076 58

②　その他 186 139 △46

計 1,204 1,216 11

　（注）当中間連結会計期間において、その他有価証券で時価のあるものについて42百万円減損処理を行っております。

なお、減損処理にあたっては、中間連結会計期間末における時価が取得原価に比べ50％以上下落した場合には全

て減損処理を行い、30～50％程度下落した場合には、当該金額の重要性、回復可能性等を考慮して必要と認められた

額について減損処理を行っております。 

２　時価評価されていない主な有価証券の内容

　 中間連結貸借対照表計上額（百万円）

　　その他有価証券  

非上場株式 150

　　　　 非上場外国債券 100

　　　　 投資事業有限責任組合に対する出資 353

前連結会計年度末（平成19年９月20日現在）

有価証券

１　その他有価証券で時価のあるもの
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　 取得原価（百万円）
連結貸借対照表計上額

（百万円）
差額（百万円）

①　株式 1,110 1,055 △54

②　その他 340 307 △32

計 1,450 1,363 △87

　（注）当連結会計年度において、その他有価証券で時価のあるものについて40百万円減損処理を行っております。

なお、減損処理にあたっては、期末における時価が取得原価に比べ50％以上下落した場合には全て減損処理を行

い、30～50％程度下落した場合には、当該金額の重要性、回復可能性等を考慮して必要と認められた額について減損

処理を行っております。

２　時価評価されていない主な有価証券の内容

　 連結貸借対照表計上額（百万円）

　　その他有価証券  

非上場株式 150

　　　　 非上場外国債券 100

　　　　 投資事業有限責任組合に対する出資 384

（デリバティブ取引関係）

　    当社グループは、前中間連結会計期間（自平成18年９月21日　至平成19年３月20日）、当中間連結会計期間（自平

成19年９月21日　至平成20年３月20日）及び前連結会計年度（自平成18年９月21日　至平成19年９月20日）のいず

れにおいてもデリバティブ取引を全く利用していないため、該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

　    当社グループは、前中間連結会計期間（自平成18年９月21日　至平成19年３月20日）、当中間連結会計期間（自平

成19年９月21日　至平成20年３月20日）及び前連結会計年度（自平成18年９月21日　至平成19年９月20日）のいず

れにおいても、該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前中間連結会計期間（自平成18年９月21日　至平成19年３月20日）

 
臨床検査事業
及び周辺事業

調剤薬局事業 計 消去又は全社 連結

（百万円） （百万円） （百万円）  （百万円）  （百万円）

  売上高      

 (1) 外部顧客に対する売上 11,931 5,001 16,932 － 16,932

 (2) セグメント間の内部売上高 － － － － －

　　　 計 11,931 5,001 16,932 － 16,932

  営業費用 11,015 4,798 15,814 465 16,279

　営業利益 915 202 1,118 (465) 653

 （注）１．事業区分の方法

　　　　　 事業は役務又は商品等の内容及び市場の類似性を考慮して区分しております。

事業区分 主要役務又は商品

臨床検査事業及び周辺事業
　特殊臨床検査、一般臨床検査、食品衛生・環境検査、病院検査室の運営

　電子カルテの販売

　調剤薬局事業 　調剤薬局の運営

 ２．営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は468百万円であり、その主なものは、

親会社の本社総務・経理部門等の管理部門に係る費用であります。

当中間連結会計期間（自平成19年９月21日　至平成20年３月20日）

 
臨床検査事業
及び周辺事業

調剤薬局事業 計 消去又は全社 連結

（百万円） （百万円） （百万円）  （百万円）  （百万円）

  売上高      

 (1) 外部顧客に対する売上 12,290 5,768 18,059 － 18,059

 (2) セグメント間の内部売上高 0 － 0 (0) －

　　　 計 12,291 5,768 18,059 (0) 18,059

  営業費用 11,936 5,383 17,320 331 17,651

　営業利益 354 385 739 (331) 407

 （注）１．事業区分の方法

　　　　　 事業は役務又は商品等の内容及び市場の類似性を考慮して区分しております。

事業区分 主要役務又は商品

臨床検査事業及び周辺事業
　特殊臨床検査、一般臨床検査、食品衛生・環境検査、病院検査室の運営

　電子カルテの販売

　調剤薬局事業 　調剤薬局の運営

 ２．営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は334百万円であり、その主なものは、

親会社の本社総務・経理部門等の管理部門に係る費用であります。
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 ３．「中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」に記載のとおり、当中間連結会計期間より、当下半

期以降に損失の発生が見込まれる案件が確認されたため、当下半期以降に発生が見込まれる損失額を計上して

おります。これにより、臨床検査事業及び周辺事業において営業利益が77百万円減少しております。 

前連結会計年度(自平成18年９月21日　至平成19年９月20日)

 
臨床検査事業
及び周辺事業

調剤薬局事業 計 消去又は全社 連結

（百万円） （百万円） （百万円）  （百万円）  （百万円）

  売上高      

 (1) 外部顧客に対する売上 24,695 10,397 35,092 － 35,092

 (2) セグメント間の内部売上高 － 0 0 (0) －

　　　 計 24,695 10,397 35,092 (0) 35,092

  営業費用 22,872 9,899 32,772 886 33,659

　営業利益 1,822 497 2,319 (887) 1,432

 （注）１．事業区分の方法

　　　　　 事業は役務又は商品等の内容及び市場の類似性を考慮して区分しております。

事業区分 主要役務又は商品

臨床検査事業及び周辺事業
　特殊臨床検査、一般臨床検査、食品衛生・環境検査、病院検査室の運営

　電子カルテの販売

　調剤薬局事業 　調剤薬局の運営

 ２．営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は893百万円であり、その主なものは、

親会社の本社総務・経理部門等の管理部門に係る費用であります。

 ３．「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」４.(2)重要な減価償却資産の減価償却の方法（会計方針

の変更）に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、当連結会計年度より、平成19年４月１日以降に取得した有形

固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。これにより、従来と同一の

方法によった場合に比べて営業利益が、臨床検査事業及び周辺事業において18百万円、調剤薬局事業において０

百万円減少しております。

【所在地別セグメント情報】

      前中間連結会計期間（自平成18年９月21日　至平成19年３月20日）、当中間連結会計期間（自平成19年９月21

日　至平成20年３月20日）及び前連結会計年度（自平成18年９月21日　至平成19年９月20日）において、本邦以外

の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

【海外売上高】

      前中間連結会計期間（自平成18年９月21日　至平成19年３月20日）、当中間連結会計期間（自平成19年９月21

日　至平成20年３月20日）及び前連結会計年度（自平成18年９月21日　至平成19年９月20日）において、海外売上

高がないため該当事項はありません。
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（企業結合等関係）

    前中間連結会計期間(自 平成18年９月21日 至 平成19年３月20日)

     １. ㈱ファルコファーマシーズの設立

　　(1）取引の目的を含む取引の概要

　　　　　　調剤薬局事業の運営体制を統括的にすることにより、事業規模の拡大とグループ経営の効率化を進め、調剤薬局グ

ループ全体の収益力を高めるため、㈱ファルコファーマシーズは、平成19年１月22日付で、調剤薬局事業を営む

当社の完全子会社４社（チューリップ調剤㈱、㈱ファルコクリニカルプラン、㈱ファーマプロット、㈱

MINORI）の株式移転により、純粋持株会社として設立されました。

　　(2）実施した会計処理の概要

　　　　　　「企業結合に係る会計基準」（企業会計審議会　平成15年10月31日）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計

基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成17年12月27日）に基づき、共通支配下の取引と

して会計処理をしております。

 ２.　㈱ファルコバイオシステムズ西日本及び㈱ファルコバイオシステムズ山陰との合併

　　(1）結合当事企業の名称及び事業の内容、企業結合の法的形式、結合後企業の名称並びに取引の目的を含む取

引の概要

　　  ①　結合当事企業の名称及び事業の内容

   1) 結合企業

　    名称 ㈱ファルコバイオシステムズ(当社)

　　　事業の内容　臨床検査受託業務 

　 2) 被結合企業

　   ⅰ)名称 ㈱ファルコバイオシステムズ西日本（当社の完全子会社）

　　　　事業の内容 臨床検査受託業務　

　 　ⅱ)名称 ㈱ファルコバイオシステムズ山陰（当社の子会社）

　　　　事業の内容 臨床検査受託業務　

　　　②  企業結合の法的形式及び結合後企業の名称

　　　　　　平成19年２月21日を合併期日とし、当社を存続会社、㈱ファルコバイオシステムズ西日本及び㈱ファルコバイ

オシステムズ山陰を消滅会社とする吸収合併（簡易合併・略式合併）であり、結合後企業の名称は㈱ファ

ルコバイオシステムズとなっております。なお、合併による新株式の発行及び資本金の増加はありません。

　　  ③　取引の目的を含む取引の概要

　　　　　　医療総合サービス企業を目指す当社グループは、臨床検査事業を行う子会社においても、各地域にて臨床検査

のみならず、ＩＴ情報サービス・大病院の院内検査受託体制の充実、遺伝子検査・治験検査など複合サー

ビスを行う必要性が生じてまいりました。こうした事業領域の拡大をグループ全体に広げるため、当社は

臨床検査事業を行う子会社の再編成を進めているなか、㈱ファルコバイオシステムズ西日本及び㈱ファル

コバイオシステムズ山陰を吸収合併いたしました。

　　(2）実施した会計処理の概要

　　　　　「企業結合に係る会計基準」（企業会計審議会　平成15年10月31日）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会

計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成17年12月27日）に基づき、共通支配下の取引

として会計処理をしております。

    当中間連結会計期間(自 平成19年９月21日 至 平成20年３月20日)

      該当事項はありません。

前連結会計年度(自 平成18年９月21日 至 平成19年９月20日)

    １. ㈱ファルコファーマシーズの設立

 (1）取引の目的を含む取引の概要

　　　　　 調剤薬局事業の運営体制を統括的にすることにより、事業規模の拡大とグループ経営の効率化を進め、調剤薬局グ

ループ全体の収益力を高めるため、㈱ファルコファーマシーズは、平成19年１月22日付で、調剤薬局事業を営む

当社の完全子会社４社（チューリップ調剤㈱、㈱ファルコクリニカルプラン、㈱ファーマプロット、㈱MINORI）

の株式移転により、純粋持株会社として設立されました。

 (2）実施した会計処理の概要

　　　　　「企業結合に係る会計基準」（企業会計審議会　平成15年10月31日）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計

基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成17年12月27日）に基づき、共通支配下の取引とし
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て会計処理をしております。

    ２. 子会社５社（㈱ファルコバイオシステムズ西日本、㈱ファルコバイオシステムズ山陰、㈱ファルコバイオシステム

ズ九州、㈱志太医研、㈱東予中検）との合併

 (1）結合当事企業の名称及び事業の内容、企業結合の法的形式、結合後企業の名称並びに取引の目的を含む取引の概

要 

　  ① 結合当事企業の名称及び事業の内容

  1) 結合企業

　   名称 ㈱ファルコバイオシステムズ(当社)

　 　事業の内容　臨床検査受託業務 

  2) 被結合企業

　  ⅰ)名称 ㈱ファルコバイオシステムズ西日本（当社の完全子会社）

 　　　事業の内容 臨床検査受託業務　

  　ⅱ)名称 ㈱ファルコバイオシステムズ山陰（当社の子会社）

 　　　事業の内容 臨床検査受託業務

    ⅲ)名称 ㈱ファルコバイオシステムズ九州（当社の完全子会社）

       事業の内容 臨床検査受託業務

    ⅳ)名称 ㈱志太医研（当社の完全子会社）

       事業の内容 臨床検査受託業務

    ⅴ)名称 ㈱東予中検（当社の完全子会社）

       事業の内容 臨床検査受託業務　

　　② 企業結合の法的形式及び結合後企業の名称

　　　 　当社を存続会社、㈱ファルコバイオシステムズ西日本、㈱ファルコバイオシステムズ山陰、㈱ファルコバイオシ

ステムズ九州、㈱志太医研、㈱東予中検をそれぞれ消滅会社とする吸収合併（簡易合併・略式合併）であり、

結合後企業の名称は㈱ファルコバイオシステムズとなっております。なお、合併による新株式の発行及び資本

金の増加はありません。

　  ③ 取引の目的を含む取引の概要

　　　　 医療総合サービス企業を目指す当社グループは、臨床検査事業を行う子会社においても、各地域にて臨床検査の

みならず、ＩＴ情報サービス・大病院の院内検査受託体制の充実、遺伝子検査・治験検査など複合サービスを

行う必要性が生じてまいりました。こうした事業領域の拡大をグループ全体に広げるため、当社は臨床検査事

業を行う子会社の再編成を進めているなか、平成19年２月21日付で㈱ファルコバイオシステムズ西日本及び

㈱ファルコバイオシステムズ山陰を、平成19年４月21日付で㈱ファルコバイオシステムズ九州を、平成19年８

月21日付で㈱志太医研及び㈱東予中検を吸収合併いたしました。

(2）実施した会計処理の概要

　　　　「企業結合に係る会計基準」（企業会計審議会　平成15年10月31日）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計

基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成17年12月27日）に基づき、共通支配下の取引とし

て会計処理をしております。
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（１株当たり情報）

前中間連結会計期間
（自　平成18年９月21日
至　平成19年３月20日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年９月21日
至　平成20年３月20日）

前連結会計年度
（自　平成18年９月21日
至　平成19年９月20日）

１株当たり純資産額 942.01円

１株当たり中間純利益 26.94円

　なお、潜在株式調整後１株当たり中間

純利益金額については、潜在株式が存

在していないため記載しておりませ

ん。

１株当たり純資産額 942.01円

１株当たり中間純利益 2.05円

　なお、潜在株式調整後１株当たり中間

純利益金額については、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

１株当たり純資産額 955.07円

１株当たり当期純利益 57.87円

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期

純利益金額については、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　（注）１.１株当たり中間（当期）純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間連結会計期間

(自　平成18年９月21日
至　平成19年３月20日)

当中間連結会計期間
(自　平成19年９月21日
至　平成20年３月20日)

前連結会計年度
(自　平成18年９月21日
至　平成19年９月20日)

中間（当期）純利益（百万円） 328 25 709

普通株主に帰属しない金額（百万円） － － －

普通株式に係る中間（当期）純利益

（百万円）
328 25 709

期中平均株式数（株） 12,190,663 12,271,127 12,254,506

　　　  ２.１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間連結会計期間

(自　平成18年９月21日
至　平成19年３月20日)

当中間連結会計期間
(自　平成19年９月21日
至　平成20年３月20日)

前連結会計年度
(自　平成18年９月21日
至　平成19年９月20日)

純資産の部の合計額（百万円） 11,603 11,478 11,763

純資産の部の合計額から控除する金額

（百万円）
－ － －

普通株式に係る中間期末（期末）の純資

産額（百万円）
11,603 11,478 11,763

１株当たり純資産額の算定に用いられた

中間期末（期末）の普通株式の数（株）
12,317,406 12,184,836 12,317,316
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（重要な後発事象）

前中間連結会計期間
（自　平成18年９月21日
至　平成19年３月20日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年９月21日
至　平成20年３月20日）

前連結会計年度
（自　平成18年９月21日
至　平成19年９月20日）

    当社は、平成19年４月25日付で、資金調達

の機動性確保・安定化を図る目的とし、取引

銀行４行とタームアウト型コミットメント

ライン契約を締結いたしました。

　この契約に基づく提出日現在の借入未実行

残高は次のとおりであります。

契約の総額 6,000百万円

借入実行残高 － 

借入未実行残高 6,000百万円

（注）上記タームアウト型コミットメントラ

イン契約には、下記の財務制限条項がついて

おります。

・年度決算期末における連結の貸借対照表

における純資産の部の金額が、直前の年度決

算期末における連結の貸借対照表における

純資産の部の金額の75％を下回らないこと。

・年度決算期末における連結の損益計算書

における経常損益の額が、２期連続してマイ

ナスにならないこと。

　・年度決算期末における単体の貸借対照表に

おける純資産の部の金額が、直前の年度決算

期末における単体の貸借対照表における純

資産の部の金額の75％を下回らないこと。

・年度決算期末における単体の損益計算書

における経常損益の額が、２期連続してマイ

ナスにならないこと。

自己株式の取得について

　当社は、平成20年５月21日開催の取締役会

において、会社法第165条第３項の規定によ

り読み替えて適用される同法第156条の規定

に基づき、自己株式を取得することを決議い

たしました。

 （1）自己株式の取得を行う理由

　　今後の経営環境の変化に対応し、資本政策の

一環として取得いたします。

 （2）取得の内容

①取得する株式の種類

 　普通株式

 ②取得の方法

　 市場による買付け

 ③取得する株式の総数

　 60,000株を上限とする。

　（発行済株式総数に対する割合0.5％）

 ④取得価額の総額

　 60,000千円を上限とする。

 ⑤株式の取得期間

　 平成20年５月22日～平成20年８月31日

 （3）取得の状況（平成20年５月31日現在）

 　　 取得株式数  11,600株

 取得価額の総額　7,266千円

自己株式の取得について

　当社は、平成19年11月２日開催の取締役会

において、会社法第165条第３項の規定によ

り読み替えて適用される同法第156条の規定

に基づき、自己株式を取得することを決議い

たしました。

 （1）自己株式の取得を行う理由

　　今後の経営環境の変化に対応し、資本政策の

一環として取得いたします。

 （2）取得の内容

①取得する株式の種類

 　普通株式

 ②取得の方法

　 市場による買付け

 ③取得する株式の総数

　 200,000株を上限とする。

　（発行済株式総数に対する割合2.0％）

 ④取得価額の総額

　 250,000千円を上限とする。

 ⑤株式の取得期間

　 平成19年11月６日～平成20年５月20日

 （3）取得の状況

   「第４　提出会社の状況、２　自己株式の取

得等の状況」に記載のとおりであります。

（２）【その他】

    該当事項はありません。
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２【中間財務諸表等】

（１）【中間財務諸表】

①【中間貸借対照表】

  
前中間会計期間末

(平成19年３月20日現在)
当中間会計期間末

(平成20年３月20日現在)
前事業年度の要約貸借対照表

(平成19年９月20日現在)

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（資産の部）           

Ⅰ　流動資産           

１．現金及び預金  2,766   2,281   2,114   

２．受取手形  65   57   65   

３．売掛金  4,288   4,395   4,545   

４．たな卸資産  326   389   410   

５．繰延税金資産  207   171   177   

６．その他  327   305   578   

貸倒引当金  △102   △75   △97   

流動資産合計   7,879 34.0  7,525 31.4  7,795 32.3

Ⅱ　固定資産           

(1）有形固定資産 ※１          

１．建物  2,899   3,635   3,686   

２．工具器具備品  1,301   2,040   1,864   

３．土地  3,671   3,790   3,781   

４．その他  461   38   74   

有形固定資産合計   8,334 35.9  9,504 39.7  9,406 39.0

(2）無形固定資産   538 2.3  635 2.7  680 2.9

(3）投資その他の資産           

１．投資有価証券  2,163   1,819   1,997   

２．関係会社株式  2,738   2,632   2,632   

３．繰延税金資産  381   592   462   

４．その他  1,280   1,351   1,238   

貸倒引当金  △124   △118   △115   

投資その他の資産合
計

  6,439 27.8  6,278 26.2  6,215 25.8

固定資産合計   15,312 66.0  16,418 68.6  16,302 67.7

資産合計   23,192 100.0  23,943 100.0  24,098 100.0
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前中間会計期間末

(平成19年３月20日現在)
当中間会計期間末

(平成20年３月20日現在)
前事業年度の要約貸借対照表

(平成19年９月20日現在)

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（負債の部）           

Ⅰ　流動負債           

１．買掛金  1,088   1,174   1,226   

２．短期借入金  3,970   4,255   4,840   

３．１年以内返済予定長
期借入金

 1,083   1,043   1,127   

４．未払金  1,187   1,321   1,758   

５．未払法人税等  199   62   133   

６．未払消費税等  70   95   －   

７．賞与引当金  281   289   300   

８．役員賞与引当金  16   －   15   

９．その他  284   298   258   

流動負債合計   8,181 35.3  8,539 35.7  9,661 40.1

Ⅱ　固定負債           

１．長期借入金 ※３ 2,528   3,226   1,923   

２．退職給付引当金  703   735   713   

３．役員退職慰労引当金  406   485   433   

４．その他  40   84   84   

固定負債合計   3,680 15.8  4,533 18.9  3,154 13.1

負債合計   11,861 51.1  13,072 54.6  12,816 53.2

           

（純資産の部） 　          

Ⅰ　株主資本 　          

１．資本金 　  3,371 14.6  3,371 14.1  3,371 14.0

２．資本剰余金 　          

(1）資本準備金 　 3,208   3,208   3,208   

(2）その他資本剰余金 　 58   58   58   

資本剰余金合計 　  3,267 14.1  3,267 13.6  3,267 13.6

３．利益剰余金 　          

(1）利益準備金 　 103   103   103   

(2）その他利益剰余金 　          

別途積立金 　 4,100   4,100   4,100   

繰越利益剰余金 　 291   116   339   

利益剰余金合計 　  4,495 19.4  4,320 18.0  4,543 18.8

４．自己株式 　  △38 △0.2  △130 △0.5  △38 △0.2

株主資本合計 　  11,096 47.9  10,829 45.2  11,143 46.2

Ⅱ　評価・換算差額等 　          

１．その他有価証券評価
差額金

　  234 1.0  41 0.2  137 0.6

評価・換算差額等合計 　  234 1.0  41 0.2  137 0.6

純資産合計 　  11,330 48.9  10,870 45.4  11,281 46.8

負債純資産合計 　  23,192 100.0  23,943 100.0  24,098 100.0
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②【中間損益計算書】

  
前中間会計期間

（自　平成18年９月21日
至　平成19年３月20日）

当中間会計期間
（自　平成19年９月21日
至　平成20年３月20日）

前事業年度の要約損益計算書
（自　平成18年９月21日
至　平成19年９月20日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高   10,203 100.0  11,219 100.0  21,848 100.0

Ⅱ　売上原価   5,875 57.6  6,766 60.3  12,477 57.1

売上総利益   4,328 42.4  4,453 39.7  9,370 42.9

Ⅲ　販売費及び一般管理費   3,994 39.1  4,433 39.5  8,680 39.7

営業利益   333 3.3  20 0.2  690 3.2

Ⅳ　営業外収益 ※１  187 1.8  77 0.7  255 1.2

Ⅴ　営業外費用 ※２  71 0.7  124 1.1  147 0.7

経常利益又は経常損
失（△）

  450 4.4  △26 △0.2  798 3.7

Ⅵ　特別利益 ※３  16 0.2  21 0.1  131 0.6

Ⅶ　特別損失
※４
※６

 56 0.5  95 0.8  185 0.9

税引前中間（当期）
純利益又は税引前中
間純損失（△）

  410 4.1  △100 △0.9  744 3.4

法人税、住民税及び
事業税

 193   58   312   

法人税等調整額  △44 149 1.5 △59 △1 △0.0 △0 312 1.4

中間（当期）純利益
又は中間純損失
（△）

  261 2.6  △99 △0.9  431 2.0
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③【中間株主資本等変動計算書】

前中間会計期間（自　平成18年９月21日　至　平成19年３月20日）

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本
合計資　本

準備金
その他資
本剰余金

資本剰余
金合計

利　益
準備金

その他利益剰余金
利益剰余
金合計配当平均

積立金
別　途
積立金

繰越利益
剰余金

平成18年９月20日　残高
（百万円）

3,171 3,008 58 3,067 103 600 7,000 △3,350 4,353 △38 10,554

中間会計期間中の変動額            

新株の発行 200 199  199       400

積立金の取崩      △600 △2,900 3,500 －  －

剰余金の配当        △118 △118  △118

中間純利益        261 261  261

自己株式の取得          △0 △0

自己株式の処分          0 0

株主資本以外の項目の
中間会計期間中の変動
額（純額）

           

中間会計期間中の変動額
合計
（百万円）

200 199 － 199 － △600 △2,900 3,642 142 △0 542

平成19年３月20日　残高
（百万円）

3,371 3,208 58 3,267 103 － 4,100 291 4,495 △38 11,096

 

評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証券評価
差額金

評価・換算差額等
合計

平成18年９月20日　残高
（百万円）

232 232 10,786

中間会計期間中の変動額    

新株の発行   400

積立金の取崩   －

剰余金の配当   △118

中間純利益   261

自己株式の取得   △0

自己株式の処分   0

株主資本以外の項目の
中間会計期間中の変動
額（純額）

1 1 1

中間会計期間中の変動額
合計
（百万円）

1 1 543

平成19年３月20日　残高
（百万円）

234 234 11,330

当中間会計期間（自　平成19年９月21日　至　平成20年３月20日）

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本
合計資　本

準備金
その他資
本剰余金

資本剰余
金合計

利　益
準備金

その他利益剰余金
利益剰余
金合計別　途

積立金
繰越利益
剰余金

平成19年９月20日　残高
（百万円）

3,371 3,208 58 3,267 103 4,100 339 4,543 △38 11,143

中間会計期間中の変動額           

剰余金の配当       △123 △123  △123
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株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本
合計資　本

準備金
その他資
本剰余金

資本剰余
金合計

利　益
準備金

その他利益剰余金
利益剰余
金合計別　途

積立金
繰越利益
剰余金

中間純損失       △99 △99  △99

自己株式の取得         △92 △92

自己株式の処分   △0 △0     0 0

株主資本以外の項目の
中間会計期間中の変動
額（純額）

          

中間会計期間中の変動額
合計
（百万円）

－ － △0 △0 － － △222 △222 △92 △314

平成20年３月20日　残高
（百万円）

3,371 3,208 58 3,267 103 4,100 116 4,320 △130 10,829

 

評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証券評価
差額金

評価・換算差額等
合計

平成19年９月20日　残高
（百万円）

137 137 11,281

中間会計期間中の変動額    

剰余金の配当   △123

中間純損失   △99

自己株式の取得   △92

自己株式の処分   0

株主資本以外の項目の
中間会計期間中の変動
額（純額）

△95 △95 △95

中間会計期間中の変動額
合計
（百万円）

△95 △95 △410

平成20年３月20日　残高
（百万円）

41 41 10,870

前事業年度（自　平成18年９月21日　至　平成19年９月20日）

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本
合計資　本

準備金
その他資
本剰余金

資本剰余
金合計

利　益
準備金

その他利益剰余金
利益剰余
金合計配当平均

積立金
別　途
積立金

繰越利益
剰余金

平成18年９月20日残高
（百万円）

3,171 3,008 58 3,067 103 600 7,000 △3,350 4,353 △38 10,554

事業年度中の変動額            

新株の発行 200 199  199       400

積立金の取崩      △600 △2,900 3,500 －  －

剰余金の配当        △118 △118  △118

剰余金の配当
（中間配当）

       △123 △123  △123

当期純利益        431 431  431

自己株式の取得          △0 △0

自己株式の処分          0 0

株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額
（純額）
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株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本
合計資　本

準備金
その他資
本剰余金

資本剰余
金合計

利　益
準備金

その他利益剰余金
利益剰余
金合計配当平均

積立金
別　途
積立金

繰越利益
剰余金

事業年度中の変動額合計
（百万円）

200 199 － 199 － △600 △2,900 3,690 190 △0 589

平成19年９月20日残高
（百万円）

3,371 3,208 58 3,267 103 － 4,100 339 4,543 △38 11,143

 

評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証券評価
差額金

評価・換算差額等
合計

平成18年９月20日残高
（百万円）

232 232 10,786

事業年度中の変動額    

新株の発行   400

積立金の取崩   －

剰余金の配当   △118

剰余金の配当
（中間配当）

  △123

当期純利益   431

自己株式の取得   △0

自己株式の処分   0

株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額
（純額）

△95 △95 △95

事業年度中の変動額合計
（百万円）

△95 △95 494

平成19年９月20日残高
（百万円）

137 137 11,281
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中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項

項目
前中間会計期間

（自　平成18年９月21日
至　平成19年３月20日）

当中間会計期間
（自　平成19年９月21日
至　平成20年３月20日）

前事業年度
（自　平成18年９月21日
至　平成19年９月20日）

１．資産の評価基準及び評価 (1）有価証券 (1）有価証券 (1）有価証券

 　　方法 子会社株式

移動平均法による原価法

子会社株式

同左

子会社株式

同左

 その他有価証券

時価のあるもの

中間決算日の市場価格等に

基づく時価法

（評価差額は全部純資産直

入法により処理し、売却原価

は移動平均法により算定し

ております。）

その他有価証券

時価のあるもの

同左

その他有価証券

時価のあるもの

決算日の市場価格等に基づ

く時価法

（評価差額は全部純資産直

入法により処理し、売却原価

は移動平均法により算定し

ております。）

 時価のないもの

移動平均法による原価法

　　   なお、投資事業有限責任組合及

びそれに類する組合への出資

（証券取引法第２条第２項に

より有価証券とみなされるも

の）については、組合契約に規

定される決算報告日に応じて、

入手可能な最近の決算書を基

礎とし、持分相当額を純額で取

り込む方法によっております。

時価のないもの

移動平均法による原価法

　　   なお、投資事業有限責任組合及

びそれに類する組合への出資

（金融商品取引法第２条第２

項により有価証券とみなされ

るもの）については、組合契約

に規定される決算報告日に応

じて、入手可能な最近の決算書

を基礎とし、持分相当額を純額

で取り込む方法によっており

ます。

時価のないもの

移動平均法による原価法

　　   なお、投資事業有限責任組合及

びそれに類する組合への出資

（旧証券取引法第２条第２項

により有価証券とみなされる

もの）については、組合契約に

規定される決算報告日に応じ

て、入手可能な最近の決算書を

基礎とし、持分相当額を純額で

取り込む方法によっておりま

す。

 (2）たな卸資産

商品、製品、検査試薬及び仕掛

品

移動平均法による原価法

(2）たな卸資産

商品、製品、検査試薬及び仕掛

品

同左

(2）たな卸資産

商品、製品、検査試薬及び仕掛

品

同左

 貯蔵品

最終仕入原価法

貯蔵品

同左

貯蔵品

同左

２．固定資産の減価償却の方

法

(1）有形固定資産

　定率法により償却しておりま

す。

　ただし、平成10年４月１日以降

に取得した建物（建物附属設備

を除く）については、定額法を採

用しております。

　なお、主な耐用年数は以下のと

おりであります。

　建物　　　　　15～65年

　工具器具備品　２～20年

(1）有形固定資産

① 平成19年３月31日以前に取得

したものは旧定率法により償却

しております。

　ただし、平成10年４月１日以降

に取得した建物（建物附属設備

を除く）については、旧定額法

を採用しております。

② 平成19年４月１日以降に取得

したものは定率法により償却し

ております。　

　ただし、建物（建物附属設備を

除く）については、定額法を採用

しております。 

　事業用定期借地権契約による借

地上の建物については、残存価額

を零とし、契約残年数を基準とし

た定額法を採用しております。  

　なお、主な耐用年数は以下のと

おりであります。

　　建　　　　物　　15～65年

　　工具器具備品　　２～20年

(1）有形固定資産

① 平成19年３月31日以前に取得

したものは旧定率法により償却

しております。

　ただし、平成10年４月１日以降

に取得した建物（建物附属設備

を除く）については、旧定額法

を採用しております。

② 平成19年４月１日以降に取得

したものは定率法により償却し

ております。　

　ただし、建物（建物附属設備を

除く）については、定額法を採用

しております。 

　事業用定期借地権契約による借

地上の建物については、残存価額

を零とし、契約残年数を基準とし

た定額法を採用しております。  

　なお、主な耐用年数は以下のと

おりであります。

　　建　　　　物　　15～65年

　　工具器具備品　　２～20年
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項目
前中間会計期間

（自　平成18年９月21日
至　平成19年３月20日）

当中間会計期間
（自　平成19年９月21日
至　平成20年３月20日）

前事業年度
（自　平成18年９月21日
至　平成19年９月20日）

  （追加情報）

　法人税法の改正に伴い、平成19

年３月31日以前に取得した資産

については、改正前の法人税法に

基づく減価償却の方法の適用に

より取得価額の５％に到達した

事業年度の翌事業年度より、取得

価額の５％相当額と備忘価額と

の差額を５年間にわたり均等償

却し、減価償却費に含めて計上し

ております。

　これにより、当中間会計期間

の営業利益は10百万円減少し、経

常損失及び税引前中間純損失は、

それぞれ10百万円増加しており

ます。

（会計方針の変更）

　法人税法の改正に伴い、当事業

年度より、平成19年４月１日以降

に取得した有形固定資産につい

て、改正後の法人税法に基づく減

価償却の方法に変更しておりま

す。

  これにより、従来と同一の方法

によった場合に比べ、営業利益、

経常利益及び税引前当期純利益

は、それぞれ18百万円減少してお

ります。

 (2）無形固定資産

　定額法により償却しておりま

す。

　なお、主な耐用年数は以下のと

おりであります。

　のれん　　　　５年

　特許権　　　　８年

　ソフトウェア　５年

(2）無形固定資産

同左

(2）無形固定資産

同左

 (3）長期前払費用

　支出の効果の及ぶ期間で均等償

却しております。

(3）長期前払費用

同左

(3）長期前払費用

同左

３．繰延資産の処理方法   株式交付費

　支出時に全額費用として処理し

ております。

　　      ──────   株式交付費

　支出時に全額費用として処理し

ております。

４．引当金の計上基準 (1）貸倒引当金

　債権の貸倒れによる損失に備え

るため、一般債権については貸倒

実績率により、貸倒懸念債権等特

定の債権については個別に回収

可能性を勘案し、回収不能見込額

を計上しております。

(1）貸倒引当金

同左

(1）貸倒引当金

同左

 (2）賞与引当金

　従業員の賞与の支給に備えるた

め、支給見込額に基づき計上して

おります。

(2）賞与引当金

同左

(2）賞与引当金

同左
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項目
前中間会計期間

（自　平成18年９月21日
至　平成19年３月20日）

当中間会計期間
（自　平成19年９月21日
至　平成20年３月20日）

前事業年度
（自　平成18年９月21日
至　平成19年９月20日）

 (3）退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるた

め、当事業年度末における退職給

付債務及び年金資産の見込額に

基づき、当中間会計期間末におい

て発生していると認められる額

を計上しております。

　数理計算上の差異は、発生年度

において一括で費用処理してお

ります。

(3）退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるた

め、当事業年度末における退職給

付債務の見込額に基づき、当中間

会計期間末において発生してい

ると認められる額を計上してお

ります。

　数理計算上の差異は、発生年度

において一括で費用処理してお

ります。

(3）退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるた

め、当事業年度末における退職給

付債務の見込額に基づき計上し

ております。

　数理計算上の差異は、当事業年

度において一括で費用処理して

おります。

 (4）役員退職慰労引当金

　役員の退職慰労金の支出に備え

るため、内規に基づく期末要支給

額のうち、当中間会計期間末にお

いて発生していると認められる

額を計上しております。

(4）役員退職慰労引当金

同左

(4）役員退職慰労引当金

　役員の退職慰労金の支出に備え

るため、内規に基づく期末要支給

額を計上しております。

 (5）役員賞与引当金 

  役員に対して支給する賞与の

支出に充てるため、支給見込額に

基づき計上しております。

(5）役員賞与引当金 

同左

(5）役員賞与引当金 

同左

５．リース取引の処理方法 　リース物件の所有権が借主に移転

すると認められるもの以外のファ

イナンス・リース取引については、

通常の賃貸借取引に係る方法に準

じた会計処理によっております。

同左 同左

６．その他中間財務諸表（財

務諸表）作成のための基

本となる重要な事項

消費税等の会計処理

　消費税及び地方消費税の会計処理

は、税抜方式によっております。

消費税等の会計処理

同左

消費税等の会計処理

同左

中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

前中間会計期間
（自　平成18年９月21日
至　平成19年３月20日）

当中間会計期間
（自　平成19年９月21日
至　平成20年３月20日）

前事業年度
（自　平成18年９月21日
至　平成19年９月20日）

（企業結合に係る会計基準等）

　当中間会計期間より、「企業結合に係

る会計基準」（企業会計審議会 平成

15年10月31日）及び「事業分離等に関

する会計基準」（企業会計基準第７号

　平成17年12月27日）並びに「企業結

合会計基準及び事業分離等会計基準に

関する適用指針」（企業会計基準適用

指針第10号　平成17年12月27日）を適

用しております。

  ────── （企業結合に係る会計基準等）

　当事業年度より、「企業結合に係る会

計基準」（企業会計審議会 平成15年

10月31日）及び「事業分離等に関する

会計基準」（企業会計基準第７号 平

成17年12月27日）並びに「企業結合会

計基準及び事業分離等会計基準に関す

る適用指針」（企業会計基準適用指針

第10号 平成17年12月27日）を適用し

ております。
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表示方法の変更

前中間会計期間
（自　平成18年９月21日
至　平成19年３月20日）

当中間会計期間
（自　平成19年９月21日
至　平成20年３月20日）

 　　前中間会計期間まで、中間貸借対照表におきまして、旧有

限会社法に規定する有限会社に対する当社持分は、投資

その他の資産「関係会社出資金」として表示しておりま

したが、会社法及び会社法の施行に伴う関係法律の整備

等に関する法律第２条第２項により、その持分が有価証

券（株式）とみなされることとなったため、当中間会計

期間より「関係会社株式」として表示しております。

　なお、㈲飛騨臨床検査センターは平成18年12月26日付で

㈱飛騨臨床検査センターに組織変更いたしました。

  ──────

追加情報

前中間会計期間
（自　平成18年９月21日
至　平成19年３月20日）

当中間会計期間
（自　平成19年９月21日
至　平成20年３月20日）

前事業年度
（自　平成18年９月21日
至　平成19年９月20日）

（貸借対照表の純資産の部の表示に関

する会計基準）

　前事業年度より、「貸借対照表の純資

産の部の表示に関する会計基準」（企

業会計基準第５号　平成17年12月９

日）及び「貸借対照表の純資産の部の

表示に関する会計基準等の適用指針」

（企業会計基準適用指針第８号　平成

17年12月９日）を適用しております。

  従来の資本の部の合計に相当する金

額は11,330百万円であります。

  なお、当中間会計期間における中間

貸借対照表の純資産の部については、

中間財務諸表等規則の改正に伴い、改

正後の中間財務諸表等規則により作成

しております。

────── ──────
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注記事項

（中間貸借対照表関係）

前中間会計期間末
（平成19年３月20日現在）

当中間会計期間末
（平成20年３月20日現在）

前事業年度末
（平成19年９月20日現在）

※１．有形固定資産の減価償却累計額

             7,215百万円

※１．有形固定資産の減価償却累計額

                  8,194百万円

※１．有形固定資産の減価償却累計額

     7,842百万円

　２．保証債務

　　　次のとおり、保証を行っております。

　２．保証債務

　　　次のとおり、保証を行っております。

　２．保証債務

　　　次のとおり、保証を行っております。

（関係会社） （関係会社） （関係会社）

㈱ファルコバイオシステムズ九州

銀行借入金 250百万円

㈱ファルコクリニカルプラン

銀行借入金 374百万円

㈱フレスコメディカル

仕入債務 25百万円

㈱ファルコライフサイエンス 

銀行借入金 100百万円

㈱ファーマプロット

銀行借入金 75百万円

 小計 824百万円

（その他）

　医療法人社団　景星会

リース債務 4百万円

従業員５名

銀行借入金 2百万円

小計 6百万円

合計 831百万円

㈱ファルコクリニカルプラン

銀行借入金 250百万円

㈱フレスコメディカル

仕入債務 25百万円

㈱ファルコライフサイエンス 

銀行借入金 80百万円

㈱ファーマプロット

銀行借入金 25百万円

 小計 380百万円

（その他）

従業員２名

銀行借入金 0百万円

小計 0百万円

合計 380百万円

㈱ファルコクリニカルプラン

銀行借入金 350百万円

㈱フレスコメディカル 

仕入債務 32百万円

㈱ファルコライフサイエンス 

銀行借入金 80百万円

㈱ファーマプロット

銀行借入金 50百万円

 小計 512百万円

（その他）

医療法人社団　景星会

リース債務 1百万円

従業員２名

銀行借入金 0百万円

小計 2百万円

合計 514百万円

※３．長期借入金の一部について以下の財務

制限条項がついております。

　　・年度決算期末における連結の貸借対照表

における純資産の部の金額が、直前の年

度決算期末における連結の貸借対照表に

おける純資産の部の金額の75％を下回ら

ないこと。

・年度決算期末における連結の損益計算

書における経常損益の額が、２期連続し

てマイナスにならないこと。

　　・年度決算期末における単体の貸借対照表

における純資産の部の金額が、直前の年

度決算期末における単体の貸借対照表に

おける純資産の部の金額の75％を下回ら

ないこと。

・年度決算期末における単体の損益計算

書における経常損益の額が、２期連続し

てマイナスにならないこと。

※３．当社は、資金調達の機動性確保・安定

化を図る目的で、取引銀行４行とコミット

メントライン契約を締結しております。こ

の契約に基づく当中間会計期間末の借入未

実行残高は次のとおりであります。

契約の総額 6,000百万円

借入実行残高 －百万円

借入未実行残高 6,000百万円

（注）長期借入金の一部及び上記コミットメ

ントライン契約について、下記の財務制限

条項がついております。

・年度決算期末における連結の貸借対照表

における純資産の部の金額が、直前の年度

決算期末における連結の貸借対照表におけ

る純資産の部の金額の75％を下回らないこ

と。

・年度決算期末における連結の損益計算書

における経常損益の額が、２期連続して損

失とならないこと。

　 ・年度決算期末における単体の貸借対照表

における純資産の部の金額が、直前の年度

決算期末における単体の貸借対照表におけ

る純資産の部の金額の75％を下回らないこ

と。

・年度決算期末における単体の損益計算書

における経常損益の額が、２期連続して損

失とならないこと。

※３．当社は、資金調達の機動性確保・安定

化を図る目的で、取引銀行４行とコミット

メントライン契約を締結しております。こ

の契約に基づく当事業年度末の借入未実行

残高は次のとおりであります。

契約の総額 6,000百万円

借入実行残高 －百万円

借入未実行残高 6,000百万円

（注）長期借入金の一部及び上記コミットメ

ントライン契約について、下記の財務制限

条項がついております。

・年度決算期末における連結の貸借対照表

における純資産の部の金額が、直前の年度

決算期末における連結の貸借対照表におけ

る純資産の部の金額の75％を下回らないこ

と。

・年度決算期末における連結の損益計算書

における経常損益の額が、２期連続して損

失とならないこと。

　 ・年度決算期末における単体の貸借対照表

における純資産の部の金額が、直前の年度

決算期末における単体の貸借対照表におけ

る純資産の部の金額の75％を下回らないこ

と。

・年度決算期末における単体の損益計算書

における経常損益の額が、２期連続して損

失とならないこと。
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（中間損益計算書関係）

前中間会計期間
（自　平成18年９月21日
至　平成19年３月20日）

当中間会計期間
（自　平成19年９月21日
至　平成20年３月20日）

前事業年度
（自　平成18年９月21日
至　平成19年９月20日）

※１．営業外収益のうち主要なもの ※１．営業外収益のうち主要なもの ※１．営業外収益のうち主要なもの

受取利息 2百万円

事務代行手数料 5百万円

受取配当金 116百万円

投資有価証券売却益 15百万円

受取利息 1百万円

受取配当金 17百万円

投資有価証券売却益 6百万円

関係会社受取賃借料 22百万円

受取利息 2百万円

受取配当金 129百万円

投資有価証券売却益 15百万円

関係会社受取賃借料 50百万円

※２．営業外費用のうち主要なもの ※２．営業外費用のうち主要なもの ※２．営業外費用のうち主要なもの

支払利息 40百万円

支払手数料 2百万円

投資有価証券運用損 15百万円

支払利息 52百万円

支払手数料 1百万円

投資有価証券運用損 17百万円

為替差損 11百万円

支払利息 86百万円

支払手数料 13百万円

投資有価証券運用損 25百万円

※３．特別利益のうち主要なもの ※３．特別利益のうち主要なもの ※３．特別利益のうち主要なもの

投資有価証券売却益 3百万円

抱合せ株式消滅差益 13百万円

貸倒引当金戻入益 21百万円 貸倒引当金戻入益 14百万円

投資有価証券売却益 3百万円

抱合せ株式消滅差益 13百万円

補助金収入 100百万円

※４．特別損失のうち主要なもの ※４．特別損失のうち主要なもの ※４．特別損失のうち主要なもの

固定資産除却損 7百万円

投資有価証券評価損 36百万円

抱合せ株式消滅差損 12百万円

固定資産除却損 16百万円

投資有価証券評価損 42百万円

減損損失 33百万円

貸倒引当金繰入額 3百万円

固定資産除却損 13百万円

投資有価証券評価損 40百万円

抱合せ株式消滅差損 130百万円

　５．減価償却実施額 　５．減価償却実施額 　５．減価償却実施額

有形固定資産 306百万円

無形固定資産 124百万円

有形固定資産 558百万円

無形固定資産 129百万円

有形固定資産 743百万円

無形固定資産 268百万円

 ※６． 　　　　──────   ※６．減損損失

  当中間会計期間において、当社は以下の

資産グループについて減損損失を計上い

たしました。 

場所 用途 種類 その他

京都市

遺伝子

検査法

に関す

る独占

実施権

の許諾 

長期前

払費用 
 －

  　　 当社は、主に事業の区分を基礎に、資産の

グルーピングを行っております。ただし、

遊休資産については、個別物件単位でグ

ルーピングを行っております。

       上記資産につきましては、現在は未利

用であり、今後の使用予定が確定しておら

ず、将来キャッシュ・フロー見積期間にわ

たって回収可能性が認められないことか

ら、帳簿価額を全額、減損損失（33百万

円）として特別損失に計上いたしました。

 ※６． 　　　　──────  
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（中間株主資本等変動計算書関係）

前中間会計期間（自平成18年９月21日　至平成19年３月20日）

自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
前事業年度末株式数

（株）
当中間会計期間増加
株式数（株）

当中間会計期間減少
株式数（株）

当中間会計期間末株
式数（株）

普通株式（注） 38,731 320 280 38,771

合計 38,731 320 280 38,771

　（注）１.普通株式の自己株式の株式数の増加320株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。 

　　　　２.普通株式の自己株式の株式数の減少280株は、単元未満株式の受渡しによる減少であります。  

当中間会計期間（自平成19年９月21日　至平成20年３月20日）

自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
前事業年度末株式数

（株）
当中間会計期間増加
株式数（株）

当中間会計期間減少
株式数（株）

当中間会計期間末株
式数（株）

普通株式（注）１，２ 38,861 132,520 40 171,341

合計 38,861 132,520 40 171,341

　（注）１.普通株式の自己株式の株式数の増加132,520株は、市場買い付けによる増加132,400株、単元未満株式の買取りに

よる増加120株であります。 

　　　　２.普通株式の自己株式の株式数の減少40株は、単元未満株式の受渡しによる減少であります。  

前事業年度（自平成18年９月21日　至平成19年９月20日）

自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
前事業年度末株式数

（株）
当事業年度増加株式
数（株）

当事業年度減少株式
数（株）

当事業年度末株式数
（株）

普通株式（注）１，２ 38,731 480 350 38,861

合計 38,731 480 350 38,861

 （注）１．普通株式の自己株式の株式数の増加480株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。

       ２．普通株式の自己株式の株式数の減少350株は、単元未満株式の受渡しによる減少であります。
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（リース取引関係）

前中間会計期間
（自　平成18年９月21日
至　平成19年３月20日）

当中間会計期間
（自　平成19年９月21日
至　平成20年３月20日）

前事業年度
（自　平成18年９月21日
至　平成19年９月20日）

リース物件の所有権が借主に移転す

ると認められるもの以外のファイナ

ンス・リース取引

リース物件の所有権が借主に移転す

ると認められるもの以外のファイナ

ンス・リース取引

リース物件の所有権が借主に移転す

ると認められるもの以外のファイナ

ンス・リース取引

１．リース物件の取得価額相当額、減

価償却累計額相当額、減損損失累

計額相当額及び中間期末残高相

当額

１．リース物件の取得価額相当額、減

価償却累計額相当額、減損損失累

計額相当額及び中間期末残高相

当額

１．リース物件の取得価額相当額、減

価償却累計額相当額及び期末残

高相当額

 
取得価額
相当額
(百万円)

減価償却
累計額
相当額
(百万円)

中間期末
残高
相当額
(百万円)

工具器具
備品

1,102 507 594

無形
固定資産

247 129 117

合計 1,349 637 711

 
取得価額
相当額
(百万円)

減価償却
累計額
相当額
(百万円)

中間期末
残高
相当額
(百万円)

工具器具
備品

1,324 693 630

無形
固定資産

301 129 171

合計 1,625 822 802

 
取得価額
相当額
(百万円)

減価償却
累計額
相当額
(百万円)

期末残高
相当額
(百万円)

工具器具
備品

1,350 661 689

無形
固定資産

286 126 159

合計 1,636 787 849

２．未経過リース料中間期末残高相

当額等

未経過リース料中間期末残高相

当額

２．未経過リース料中間期末残高相

当額等

未経過リース料中間期末残高相

当額

２．未経過リース料期末残高相当額

等

未経過リース料期末残高相当額

１年内 257百万円

１年超 470百万円

合計 728百万円

１年内 312百万円

１年超 509百万円

合計 822百万円

１年内 305百万円

１年超 562百万円

合計 868百万円

３．支払リース料、リース資産減損勘

定の取崩額、減価償却費相当額、

支払利息相当額及び減損損失

３．支払リース料、リース資産減損勘

定の取崩額、減価償却費相当額、

支払利息相当額及び減損損失

３．支払リース料、リース資産減損勘

定の取崩額、減価償却費相当額、

支払利息相当額及び減損損失

支払リース料 145百万円

減価償却費相当額 135百万円

支払利息相当額 9百万円

支払リース料 179百万円

減価償却費相当額 168百万円

支払利息相当額 11百万円

支払リース料 318百万円

減価償却費相当額 297百万円

支払利息相当額 21百万円

４．減価償却費相当額及び利息相当

額の算定方法

４．減価償却費相当額及び利息相当

額の算定方法

４．減価償却費相当額及び利息相当

額の算定方法

①　減価償却費相当額の算定方法

　リース期間を耐用年数とし、残

存価額を零とする定額法によっ

ております。

①　減価償却費相当額の算定方法

同左

①　減価償却費相当額の算定方法

同左

②　利息相当額の算定方法

　リース料総額とリース物件の取

得価額相当額との差額を利息相

当額とし、各期への配分方法につ

いては、利息法によっておりま

す。

②　利息相当額の算定方法

同左

②　利息相当額の算定方法

同左

（減損損失について） 

 リース資産に配分された減損損失は

ありません。

（減損損失について） 

同左

（減損損失について） 

同左
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（有価証券関係）

    前中間会計期間、当中間会計期間及び前事業年度のいずれにおいても子会社株式及び関連会社株式で時価のある

ものはありません。

（企業結合等関係）

    前中間会計期間(自 平成18年９月21日 至 平成19年３月20日)

　　１．結合当事企業の名称及び事業の内容、企業結合の法的形式、結合後企業の名称並びに取引の目的を含む取

引の概要

　　  (1）結合当事企業の名称及び事業の内容

   ① 結合企業

　    名称 ㈱ファルコバイオシステムズ(当社)

　　　事業の内容　臨床検査受託業務 

　 ② 被結合企業

　   1）名称 ㈱ファルコバイオシステムズ西日本（当社の完全子会社）

　　　　事業の内容 臨床検査受託業務　

　 　2）名称 ㈱ファルコバイオシステムズ山陰（当社の子会社）

　　　　事業の内容 臨床検査受託業務　

　　　(2）企業結合の法的形式及び結合後企業の名称

　　　　　　平成19年２月21日を合併期日とし、当社を存続会社、㈱ファルコバイオシステムズ西日本及び㈱ファルコバイ

オシステムズ山陰を消滅会社とする吸収合併（簡易合併・略式合併）であり、結合後企業の名称は㈱ファ

ルコバイオシステムズとなっております。なお、合併による新株式の発行及び資本金の増加はありません。

　　  (3）取引の目的を含む取引の概要

　　　　　　医療総合サービス企業を目指す当社グループは、臨床検査事業を行う子会社においても、各地域にて臨床検査

のみならず、ＩＴ情報サービス・大病院の院内検査受託体制の充実、遺伝子検査・治験検査など複合サー

ビスを行う必要性が生じてまいりました。こうした事業領域の拡大をグループ全体に広げるため、当社は

臨床検査事業を行う子会社の再編成を進めているなか、㈱ファルコバイオシステムズ西日本及び㈱ファル

コバイオシステムズ山陰を吸収合併いたしました。

　　２．実施した会計処理の概要

　　　　　当社が㈱ファルコバイオシステムズ西日本及び㈱ファルコバイオシステムズ山陰より受入れた資産及び負債

は、合併期日の前日に付された適正な帳簿価額により計上しております。

　なお、当社が保有する㈱ファルコバイオシステムズ西日本株式の帳簿価額と増加株主資本との差額13百万

円を中間損益計算書における特別利益に、㈱ファルコバイオシステムズ山陰株式の帳簿価額と増加株主資本

との差額12百万円を中間損益計算書における特別損失に、それぞれ計上しております。

    当中間会計期間(自 平成19年９月21日 至 平成20年３月20日)

      該当事項はありません。

前事業年度(自 平成18年９月21日 至 平成19年９月20日)

(1）結合当事企業の名称及び事業の内容、企業結合の法的形式、結合後企業の名称並びに取引の目的を含む取引の概要

   ① 結合当事企業の名称及び事業の内容

 1) 結合企業

　  名称 ㈱ファルコバイオシステムズ(当社)

　　事業の内容　臨床検査受託業務 

 2) 被結合企業

   ⅰ)名称 ㈱ファルコバイオシステムズ西日本（当社の完全子会社）

　　  事業の内容 臨床検査受託業務　

   ⅱ)名称 ㈱ファルコバイオシステムズ山陰（当社の子会社）

　　　事業の内容 臨床検査受託業務

   ⅲ)名称 ㈱ファルコバイオシステムズ九州（当社の完全子会社）

      事業の内容 臨床検査受託業務

   ⅳ)名称 ㈱志太医研（当社の完全子会社）

      事業の内容 臨床検査受託業務
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   ⅴ)名称 ㈱東予中検（当社の完全子会社）

      事業の内容 臨床検査受託業務　

　 ② 企業結合の法的形式及び結合後企業の名称

　  　　当社を存続会社、㈱ファルコバイオシステムズ西日本、㈱ファルコバイオシステムズ山陰、㈱ファルコバイオシ

ステムズ九州、㈱志太医研、㈱東予中検をそれぞれ消滅会社とする吸収合併（簡易合併・略式合併）であり、結

合後企業の名称は㈱ファルコバイオシステムズとなっております。なお、合併による新株式の発行及び資本金

の増加はありません。

   ③ 取引の目的を含む取引の概要

　　　　医療総合サービス企業を目指す当社グループは、臨床検査事業を行う子会社においても、各地域にて臨床検査の

みならず、ＩＴ情報サービス・大病院の院内検査受託体制の充実、遺伝子検査・治験検査など複合サービスを

行う必要性が生じてまいりました。こうした事業領域の拡大をグループ全体に広げるため、当社は臨床検査事

業を行う子会社の再編成を進めているなか、平成19年２月21日付で㈱ファルコバイオシステムズ西日本及び㈱

ファルコバイオシステムズ山陰を、平成19年４月21日付で㈱ファルコバイオシステムズ九州を、平成19年８月

21日付で㈱志太医研及び㈱東予中検を吸収合併いたしました。

(2）実施した会計処理の概要

　　　当社が㈱ファルコバイオシステムズ西日本、㈱ファルコバイオシステムズ山陰、㈱ファルコバイオシステムズ九

州、㈱志太医研、㈱東予中検より受入れた資産及び負債は、合併期日の前日に付された適正な帳簿価額により計上

しております。

　なお、当社が保有する㈱ファルコバイオシステムズ西日本株式の帳簿価額と増加株主資本との差額13百万円を

損益計算書における特別利益に、㈱ファルコバイオシステムズ山陰、㈱ファルコバイオシステムズ九州、㈱志太医

研、㈱東予中検の各子会社株式の帳簿価額と増加株主資本との差額130百万円を損益計算書における特別損失に、

それぞれ計上しております。
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（１株当たり情報）

前中間会計期間
（自　平成18年９月21日
至　平成19年３月20日）

当中間会計期間
（自　平成19年９月21日
至　平成20年３月20日）

前事業年度
（自　平成18年９月21日
至　平成19年９月20日）

１株当たり純資産額 919.88円

１株当たり中間純利益 21.41円

　なお、潜在株式調整後１株当たり中間

純利益金額については、潜在株式が存

在していないため記載しておりませ

ん。

１株当たり純資産額 892.17円

１株当たり中間純損失 8.12円

　なお、潜在株式調整後１株当たり中間

純利益金額については、１株当たり中

間純損失であり、また、潜在株式が存在

していないため記載しておりません。

１株当たり純資産額 915.90円

１株当たり当期純利益 35.24円

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期

純利益金額については、潜在株式が存

在していないため記載しておりませ

ん。

　（注）１.１株当たり中間（当期）純利益金額又は１株当たり中間純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

 
前中間会計期間

(自　平成18年９月21日
至　平成19年３月20日)

当中間会計期間
(自　平成19年９月21日
至　平成20年３月20日)

前事業年度
(自　平成18年９月21日
至　平成19年９月20日)

中間（当期）純利益又は中間純損失

（△）（百万円）
261 △99 431

普通株主に帰属しない金額（百万円） － － －

普通株式に係る中間（当期）純利益又

は中間純損失（△）（百万円）
261 △99 431

期中平均株式数（株） 12,190,663 12,271,127 12,254,506

　　　　２.１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間会計期間

(自　平成18年９月21日
至　平成19年３月20日)

当中間会計期間
(自　平成19年９月21日
至　平成20年３月20日)

前事業年度
(自　平成18年９月21日
至　平成19年９月20日)

純資産の部の合計額（百万円） 11,330 10,870 11,281

純資産の部の合計額から控除する金額

（百万円）
－ － －

普通株式に係る中間期末（期末）の純資

産額（百万円）
11,330 10,870 11,281

１株当たり純資産額の算定に用いられた

中間期末（期末）の普通株式の数（株）
12,317,406 12,184,836 12,317,316
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（重要な後発事象）

前中間会計期間
（自　平成18年９月21日
至　平成19年３月20日）

当中間会計期間
（自　平成19年９月21日
至　平成20年３月20日）

前事業年度
（自　平成18年９月21日
至　平成19年９月20日）

１. 当社は、平成19年４月21日付で当社の100％

出資子会社である㈱ファルコバイオシステ

ムズ九州（本店：熊本県熊本市）を吸収合

併いたしました。

 （1) 結合当事企業の名称及び事業の内容、企業

結合の法的形式、結合後企業の名称並びに

取引の目的を含む取引の概要

    i）結合当事企業の名称及び事業の内容  

    ① 結合企業

       名称 ㈱ファルコバイオシステムズ

           （当社）

       事業の内容  臨床検査受託業務

    ② 被結合企業

       名称 ㈱ファルコバイオシステムズ九州

           （当社の完全子会社）

       事業の内容  臨床検査受託業務

   ⅱ）企業結合の法的形式及び結合後企業の

名称

       　平成19年４月21日を合併期日とし、当

社を存続会社、㈱ファルコバイオシステ

ムズ九州を消滅会社とする吸収合併

（簡易合併・略式合併）であり、結合後

企業の名称は㈱ファルコバイオシステ

ムズとなっております。なお、合併によ

る新株式の発行および資本金の増加は

ありません。

   ⅲ）取引の目的を含む取引の概要

         医療総合サービス企業を目指す当社

グループは、臨床検査事業を行う子会社

においても、各地域にて臨床検査のみな

らず、ＩＴ情報サービス・大病院の院内

検査受託体制の充実、遺伝子検査・治験

検査など複合サービスを行う必要性が

生じてまいりました。こうした事業領域

の拡大をグループ全体に広げるため、当

社は臨床検査事業を行う子会社の再編

成を進めているなか、㈱ファルコバイオ

システムズ九州を吸収合併いたしまし

た。

 （2）実施した会計処理の概要

       　「企業結合に係る会計基準」（企業会

計審議会 平成15年10月31日）及び「企

業結合会計基準及び事業分離等会計基

準に関する適用指針」（企業会計基準

適用指針第10号 平成17年12月27日）に

基づき、共通支配下の取引として会計処

理を行っております。なお、本合併によ

る業績への影響は、軽微であります。

自己株式の取得について

　当社は、平成20年５月21日開催の取締役会

において、会社法第165条第３項の規定によ

り読み替えて適用される同法第156条の規定

に基づき、自己株式を取得することを決議い

たしました。

 （1）自己株式の取得を行う理由

　　今後の経営環境の変化に対応し、資本政策の

一環として取得いたします。

 （2）取得の内容

①取得する株式の種類

 　普通株式

 ②取得の方法

　 市場による買付け

 ③取得する株式の総数

　 60,000株を上限とする。

　（発行済株式総数に対する割合0.5％）

 ④取得価額の総額

　 60,000千円を上限とする。

 ⑤株式の取得期間

　 平成20年５月22日～平成20年８月31日

 （3）取得の状況（平成20年５月31日現在）

 　　 取得株式数  11,600株

 取得価額の総額　7,266千円

自己株式の取得について

　当社は、平成19年11月２日開催の取締役会

において、会社法第165条第３項の規定によ

り読み替えて適用される同法第156条の規定

に基づき、自己株式を取得することを決議い

たしました。

 （1）自己株式の取得を行う理由

　　 今後の経営環境の変化に対応し、資本政策

の一環として取得いたします。

 （2）取得の内容

①取得する株式の種類

 　普通株式

 ②取得の方法

　 市場による買付け

 ③取得する株式の総数

　 200,000株を上限とする。

　（発行済株式総数に対する割合2.0％）

 ④取得価額の総額

　 250,000千円を上限とする。

 ⑤株式の取得期間

　 平成19年11月６日～平成20年５月20日

 （3）取得の状況

   「第４　提出会社の状況、２　自己株式の取

得等の状況」に記載のとおりであります。
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前中間会計期間
（自　平成18年９月21日
至　平成19年３月20日）

当中間会計期間
（自　平成19年９月21日
至　平成20年３月20日）

前事業年度
（自　平成18年９月21日
至　平成19年９月20日）

２．当社は、平成19年４月25日付で、資金調達

の機動性確保・安定化を図る目的とし、取引

銀行４行とタームアウト型コミットメント

ライン契約を締結いたしました。

　この契約に基づく提出日現在の借入未実行

残高は次のとおりであります。

契約の総額 6,000百万円

借入実行残高 －百万円

借入未実行残高 6,000百万円

（注）上記タームアウト型コミットメントラ

イン契約には、下記の財務制限条項がついて

おります。

・年度決算期末における連結の貸借対照表

における純資産の部の金額が、直前の年度決

算期末における連結の貸借対照表における

純資産の部の金額の75％を下回らないこと。

・年度決算期末における連結の損益計算書

における経常損益の額が、２期連続してマイ

ナスにならないこと。

　・年度決算期末における単体の貸借対照表に

おける純資産の部の金額が、直前の年度決算

期末における単体の貸借対照表における純

資産の部の金額の75％を下回らないこと。

・年度決算期末における単体の損益計算書

における経常損益の額が、２期連続してマイ

ナスにならないこと。

  

（２）【その他】

　（中間配当）

　　　平成20年５月８日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　　 （1）中間配当による配当金の総額　　　　　　　　　　   121百万円

　　 （2）１株当たりの金額　　　　　 　　　　　　　　　   　10円00銭

 　　（3）支払請求権の効力発生日及び支払開始日 　   平成20年６月10日

　　（注）平成20年３月20日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。　　　　　　　
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第６【提出会社の参考情報】

　当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

(1）有価証券報告書及びその添付書類

　事業年度（第20期）（自　平成18年９月21日　至　平成19年９月20日）平成19年12月12日近畿財務局長に提出

　

(2）自己株券買付状況報告書

　報告期間（自　平成19年11月６日　至　平成19年11月30日）平成19年12月10日近畿財務局長に提出

　報告期間（自　平成19年12月１日　至　平成19年12月31日）平成20年１月10日近畿財務局長に提出

　報告期間（自　平成20年１月１日　至　平成20年１月31日）平成20年２月12日近畿財務局長に提出

　報告期間（自　平成20年２月１日　至　平成20年２月29日）平成20年３月10日近畿財務局長に提出

　報告期間（自　平成20年３月１日　至　平成20年３月31日）平成20年４月10日近畿財務局長に提出

　報告期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年４月30日）平成20年５月８日近畿財務局長に提出

　報告期間（自　平成20年５月１日　至　平成20年５月31日）平成20年６月10日近畿財務局長に提出
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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独　立　監　査　人　の　中　間　監　査　報　告　書

平成１９年６月８日

株式会社ファルコバイオシステムズ

取　締　役　会　 御　中

み　す　ず　監　査　法　人

 

 
指　定　社　員
業務執行社員

公認会計士　桑　木　　　肇

   

 
指　定　社　員
業務執行社員

公認会計士　高　井　晶　治

   

 

当監査法人は、証券取引法第１９３条の２の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている株式会社

ファルコバイオシステムズの平成１８年９月２１日から平成１９年９月２０日までの連結会計年度の中間連結会計期間（平成

１８年９月２１日から平成１９年３月２０日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算

書、中間連結株主資本等変動計算書及び中間連結キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行った。この中間連結財務諸表

の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間連結財務諸表に対する意見を表明することにある。

当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間連結財務諸

表には全体として中間連結財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないかどう

かの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続を適

用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間連結財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を得たと

判断している。

当監査法人は、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間連結財務諸表の作成基準に準拠

して、株式会社ファルコバイオシステムズ及び連結子会社の平成１９年３月２０日現在の財政状態並びに同日をもって終了する

中間連結会計期間（平成１８年９月２１日から平成１９年３月２０日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関す

る有用な情報を表示しているものと認める。

 

追記情報

　１．中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更に記載されているとおり、会社は、当中間連結会計期間より、

「企業結合に係る会計基準」及び「事業分離等に関する会計基準」を適用しているため、当該会計基準により中間連結財務

諸表を作成している。

　２．重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成１９年４月２５日付でタームアウト型コミットメントライン契約

（契約の総額6,000百万円）を締結している。

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　　上

 

　（※）上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(半期報告書提出会社)が別途

保管しております。
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独　立　監　査　人　の　中　間　監　査　報　告　書

 平成20年６月10日

株式会社ファルコバイオシステムズ  

 取　締　役　会　御　中    

 京　都　監　査　法　人  

 
指 定  社 員

業務執行社員
 公認会計士 桑木　　肇　　印

 
指 定  社 員

業務執行社員
 公認会計士 高井　晶治　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている

株式会社ファルコバイオシステムズの平成１９年９月２１日から平成２０年９月２０日までの連結会計年度の中間連結会

計期間（平成１９年９月２１日から平成２０年３月２０日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照

表、中間連結損益計算書、中間連結株主資本等変動計算書及び中間連結キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行っ

た。この中間連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間連結財務諸表に対する意見

を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間連結財

務諸表には全体として中間連結財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がな

いかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加

の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間連結財務諸表に対する意見表明のための合

理的な基礎を得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間連結財務諸表の作成基準に

準拠して、株式会社ファルコバイオシステムズ及び連結子会社の平成２０年３月２０日現在の財政状態並びに同日をもっ

て終了する中間連結会計期間（平成１９年９月２１日から平成２０年３月２０日まで）の経営成績及びキャッシュ・フ

ローの状況に関する有用な情報を表示しているものと認める。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　　上

 

　（※）　上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(半期報告書提出会社)

が別途保管しております。
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独　立　監　査　人　の　中　間　監　査　報　告　書

平成１９年６月８日

株式会社ファルコバイオシステムズ

取　締　役　会　 御　中

み　す　ず　監　査　法　人

 

 
指　定　社　員
業務執行社員

公認会計士　桑　木　　　肇

   

 
指　定　社　員
業務執行社員

公認会計士　高　井　晶　治

   

 

当監査法人は、証券取引法第１９３条の２の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている株式会社

ファルコバイオシステムズの平成１８年９月２１日から平成１９年９月２０日までの第２０期事業年度の中間会計期間（平成

１８年９月２１日から平成１９年３月２０日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書及び中間株

主資本等変動計算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場

から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。

当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸表に

は全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないかどうかの合理

的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続を適用して行

われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。

当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して、株式

会社ファルコバイオシステムズの平成１９年３月２０日現在の財政状態及び同日をもって終了する中間会計期間（平成１８年

９月２１日から平成１９年３月２０日まで）の経営成績に関する有用な情報を表示しているものと認める。

 

追記情報

　１．中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更に記載されているとおり、会社は、当中間会計期間より、「企業結

合に係る会計基準」及び「事業分離等に関する会計基準」を適用しているため、当該会計基準により中間財務諸表を作成し

ている。

　２．重要な後発事象１．に記載されているとおり、会社は平成１９年４月２１日付で１００％出資子会社である株式会社ファ

ルコバイオシステムズ九州を吸収合併している。

　３．重要な後発事象２．に記載されているとおり、会社は平成１９年４月２５日付でタームアウト型コミットメントライン契

約（契約の総額6,000百万円）を締結している。

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　　上

 

　（※）上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(半期報告書提出会社)が別途

保管しております。
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独　立　監　査　人　の　中　間　監　査　報　告　書

 平成20年６月10日

株式会社ファルコバイオシステムズ  

 取　締　役　会　御　中    

 京　都　監　査　法　人  

 
指 定  社 員

業務執行社員
 公認会計士 桑木　　肇　　印

 
指 定  社 員

業務執行社員
 公認会計士 高井　晶治　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている

株式会社ファルコバイオシステムズの平成１９年９月２１日から平成２０年９月２０日までの第２１期事業年度の中間会

計期間（平成１９年９月２１日から平成２０年３月２０日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損

益計算書及び中間株主資本等変動計算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査

法人の責任は独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸

表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないかどう

かの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手

続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を

得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して、

株式会社ファルコバイオシステムズの平成２０年３月２０日現在の財政状態及び同日をもって終了する中間会計期間（平

成１９年９月２１日から平成２０年３月２０日まで）の経営成績に関する有用な情報を表示しているものと認める。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　　上

 

　（※）　上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(半期報告書提出会社)

が別途保管しております。
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